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導
入
さ
れ
た
除
雪
機

第
一
回
臨
時
議
会
に
つ
い
て

　

二
月
十
六
日
に
、
筑
北
村
議

会
の
第
一
回
臨
時
議
会
が
行
わ

れ
補
正
予
算
と
助
役
の
任
命
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
四

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
商
工
会

の
合
併
に
対
応
す
る
た
め
行
わ

れ
る
施
設
改
修
工
事
に
関
す
る

補
助
金
な
ど
で
す
。

　

山
田
達
雄
氏
を
助
役
と
し
て

任
命
す
る
人
事
案
件
に
つ
い
て

は
全
員
一
致
で
同
意
が
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
収
入
役
は
当
面

の
間
お
か
な
い
こ
と
が
関
森
村

長
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
除
雪
機
を
導
入

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
除
雪
機
を
導
入

　

こ
の
ほ
ど
、（
財
）長
野
県
市

町
村
振
興
協
会
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
の
採
択
を
受

け
、
坂
北
地
区
に
除
雪
機
六
台

を
導
入
し
ま
し
た
。

 

こ
の
助
成
金
は
市
町
村
振
興

宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
）の
収
益
金
の
中
か
ら
地

域
の
生
活
環
境
の
整
備
等
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興
に
資
す
る

た
め
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

特
に
雪
の
多
か
っ
た
今
年
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
行
う
小
中
学

生
の
通
学
路
確
保
等
の
除
雪
活

動
に
多
大
な
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。

統計調査員さんが
表彰されました！
統計調査員さんが
表彰されました！

※（　 ）内は統計調査に従事した年数と回数です。

新矢越トンネル早期建設を要望
　関森村長、関川議長が1月23日県庁を訪れ、県に対し国道403号「新矢越トンネル」の早

期建設を求めました。

　「苦痛な道を通勤しなければならない筑北村に住むより、生活しやすい場所を求めたくなる」

などと訴えた通勤利用者の手書

き文書を添えて、村の活性化を

左右する重要な課題として要望

をしました。

　県側は、新トンネル建設を強

く要望していることに理解をし

めし、抜本整備策の機能は落と

さずコストを縮減する手法を探

り引き続き検討していくとの回

答がありました。

▲受賞者のみなさん

　去る、2月9日に平成17年度長野県

統計功労者表彰式が行われました。

　筑北村からも、国勢調査や工業統

計などの様々な統計調査に長年調査

員として従事された4名の方（敬称略）

が受賞されました。

　農林水産大臣表彰

　　　鬼熊　頼永（12年7回）

　長野県統計協会長表彰

　　　和田　　實（24年42回）

　　　久保田義信（12年18回）

　　　久保田義廣（12年22回）
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筑北村の人口
（外国人含む）2月28日現在

総人口

男

女

戸　数 2049 戸

3066 人

2860 人

6015 人

　２月２６日に本城地区にある農村環境改善セ

ンターで筑北村合併記念式典がおこなわれました。

当日は、あいにくみぞれ混じりの雪となりまし

たが、合併協議会委員などの関係者や一般村民

の方々などおよそ２００人が参加しました。

　式典では、一之瀬旧本城村長、青柳旧坂北村長、

山田旧坂井村長の３名が市町村合併功労者総務

大臣表彰を受けたほか、筑北村の村章入賞への

表彰などがおこなわれました。また、式典の第

二部では本城・坂北・坂井の各小学校の児童によるアトラクションが発表されました。

　最後に村民の皆様に折っていただいた折鶴６３１５羽でつくられた村旗が披露されました。こ

の折鶴でつくられた村旗は、このあと１年かけて村内の公共施設で巡回展示をおこなってい

きます。また、この折鶴の中には村民の皆様にメッセージを書いていただいてあります。折

鶴は２０年間村で保存しメッセージが書かれているものは２０年後に鶴を折られた方に返す予

定になっています。

筑北村合併記念式典

▲３人の旧村長への表彰

　

こ
の
度
、
皆
様
の
ご
厚
情
に

よ
り
ま
し
て
、
二
月
十
七
日
助

役
に
選
任
を
い
た
だ
き
、
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
は

あ
り
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に

し
て
専
心
努
力
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
筑
北
村
が
発
足
し
て

五
ヶ
月
あ
ま
り
経
過
し
て
お
り

ま
す
が
、
課
題
は
合
併
調
整
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
筑

北
村
建
設
計
画
に
沿
っ
て
地
域

間
の
融
和
を
図
り
な
が
ら
情
勢

の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
対
応

し
て
い
く
態
度
こ
そ
新
し
い
村

づ
く
り
の
進
路
を
き
り
ひ
ら
く

根
底
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

村
の
財
政
を
見
て
も
非
常
に

厳
し
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
十

七
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
み

て
も
、
筑
北
村
の
人
口
は
三
四

八
人
減
少
し
て
お
り
、
交
付
税

の
自
然
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
三
位
一
体
改
革

の
中
で
地
方
へ
の
補
助
金
削
減

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事

態
に
対
応
し
村
の
発
展
を
進
め

る
た
め
に
は
、
既
設
の
レ
ー
ル

の
上
を
走
る
だ
け
で
は
到
底
で

き
ま
せ
ん
。
新
し
い
発
想
の
中

で
住
民
の
創
意
と
英
知
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
努
力
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
ま
す
よ
う
格
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

助　
　

役　

山　

田　

達　

雄

助
役
就
任
あ
い
さ
つ
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　今年度は、特に降水量が少なく水量確保にも大変苦労をしています。節水に心がけ大切

に使用するようお願いします。

 

　平成１８年度に村で施工します合併処理浄化槽の設置申込みを現在行っておりますので、

設置を希望される方はお早めに上下水道課へご連絡ください。

 

　汚水管は血管と同じです。油類、生ゴミ、薬品類を流しますと汚水管がつまったり、悪

臭の原因ともなります。

　汚れた水をきれいにする働きは微生物（生き物）です。有害なものが流れ込むと微生物

が死んだり、弱くなったりして、きれいな水にすることができなくなります。下記事項を

守り正しく使いましょう。

■水道使用水量の制限

■合併処理浄化槽設置の申込み

■宅内排水設備の使用制限

《トイレ》

《キッチン》

《そのほか》

お問合せ 筑北村役場 本城総合支所 上下水道課 電話６６－２１１１

トイレットペーパー以外のものを流さない

・トイレットペーパー以外のものを絶対に流さないでください。ビニー

ル・脱脂綿・タバコの吸いがら・新聞紙などは水に溶けないので

流さないでください。

・ボールペン・くし・歯ブラシなど誤って便器に落とした場合は、

水を流す前に必ず拾い出してください。

・殺虫剤・防臭剤・塩酸は入れないでください。

 

油を流さない

・石けんと水と油が化合すると、固まって汚水管をつまらせます。

油は新聞紙に吸収させるか、処理剤や処理袋を利用してゴミとし

て捨ててください。

生ゴミを捨てない

・生ゴミ等は、ゴミカゴや流し口に目皿を設置し、流さないでくだ

さい。

・生ゴミを細かくするディスポーザー（食品くず処理器）などがあ

りますが、設置した場合、裁断ゴミは確実に取り除いてください。

 

汚水管をいためるものは流さない

・酸類・高温の湯などは管を傷めるので、直接流さないでください。

危険物は流さない

・ガソリン・シンナー・石油等は、微生物が死滅してしまうので、

絶対に流さないでください。

4

きれいな水のある暮らし、きれいに返す心がけ
みんながルールを守って快適な生活を！

上下水道課からのお知らせ

　上下水道課では、村民の皆さんにきれいでおいしい水をお届けする

ため、水質管理や給水施設の適正な管理に努めています。

　また、生活雑排水による河川等の水質汚濁が進行し、生活環境に大

きな問題が生じています。このため、生活雑排水等の汚水を処理する

施設の整備も併せて進めています。

上下水道料金が４月分より下記のとおり改正されますのでよろしくお願いします。

　　１ｍ
3
増すごと

１～１０ｍ
3
 ６０円

１１～４０ｍ
3
  １８０円

４１～６０ｍ
3
  ２００円

６１ｍ
3
以上 ２２０円

地区公民館等の使用料金（月額）

（１月に１０ｍ
3
使用した場合）

水　道 １,１５０円　＋（６０円×１０ｍ
3
）＝１,７５０円

下水道 １,０５０円　＋（５０円×１０ｍ
3
）＝１,５５０円

水道料金（税込み）

■上下水道使用料金の改定

１,１５０円 定額 ６５０円無　料

基本料金（月額） 超　過　料　金 メーター使用料

　　１ｍ
3
増すごと

１～１０ｍ
3
 ５０円

１１～４０ｍ
3
  １５０円

４１ｍ
3
以上 １６０円

地区公民館等の使用料金（月額）

下水道料金（税込み）

１,０５０円 定額 ６５０円

基本料金（月額） 超　過　料　金

使用料計算例（一般家庭・事務所）

使用水量 水　道　料 下 水 道 料 合計使用料

　１０ｍ
3
 １,７５０円 １,５５０円 ３,３００円

　２０ｍ
3
 ３,５５０円 ３,０５０円 ６,６００円

　３０ｍ
3
  ５,３５０円 ４,５５０円  ９,９００円

　４０ｍ
3
  ７,１５０円 ６,０５０円 １３,２００円

　５０ｍ
3
 ９,１５０円 ７,６５０円 １６,８００円
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事　業　名 合 併 協 議 会 調 整 結 果 及 び 村 か ら の 提 案 委員会での意見

民　

生　

関　

係

乳幼児健全
育成事業

延長保育事
業

一時的保育
事業

Ｂ型Ｃ型肝
炎検査事業

胃検診事業

基本健康診
査事業

[乳幼児サークル事業]
新村発足時は現行のとおりとし、新村発足後次世代育成支援対策
推進市町村行動計画に基づいて調整を図る。
[村からの提案]
・村と保護者の共同事業とする。
・各地区での活動に違いがあるので、地区ごとに保護者の意見を
聞く中で年間計画を策定する
本城地区 月４～５回、坂北地区 週１回、坂井地区 月２回。
・対象は、４月１日現在の未就園児とする。

[延長保育事業]
・平日午後４時３０分から午後６時までとする。
・実施する園の指定を、新村発足後検討する。
・他の延長保育については、新村発足後検討する。
・延長保育料については、新村発足時は合併前の保育料とし、その
後国の改正に合わせ検討する。
[村からの提案]
・月～金曜日午後４時３０分から午後６時までとし、３園で実施
する。
・他の延長保育は、希望が出た時点で協議する。延長保育時間は
３０分単位とする。
・延長保育料は、合併前の保育料とし、今後は国の改正に合わせ検
討する。

[一時的保育事業]
坂井村の例により実施する。ただし、実施する園を指定する。
[村からの提案]
・坂井保育園、坂北保育園で実施する。（本城保育園では、今まで短
時間の一時保育を実施していたが、県実施要綱による正規な保育
施設がないため、未就園児保護者に説明し、２園での実施とした。）
・学校行事における託児については、本城、坂北地区で託児ボラン
ティアを募集しており、体制が整いしだい関係機関と協議し、実
施していく予定。

[Ｂ型Ｃ型肝炎検査事業]
・本城村の例により実施する。ただし、事業内容は、問診、C型肝炎
ウイルス検査、HCV抗体検査、HCV核酸増幅検査、HBS抗体検査と
し、検査は基本健診時に合わせ実施する。
・対象者は、４０歳以上住民及びその他希望者とする。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・対象者は、４０歳以上７０歳未満の５歳ごとの節目の住民及び
希望者とし、基本検診と合わせて実施する。
・受診負担金は５００円とする。

[胃検診事業]
・坂井村の例により、現行のとおり実施する。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診は問診、胃部エックス線検査とする。
・対象者は、４０歳以上の住民と希望者とする。
・受診負担金は１，０００円とする。

[基本健康診査事業]
・本城村の例により実施する。
・対象者は、１５歳以上住民とする。
・検診内容は今後検討する。
・利用者負担については、今後検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・健康診査の内容は、身体測定、血液検査、血圧、検尿、問診、心電図、
眼底検査、医師の診察とする。
・対象者は、１５歳以上の住民とする。　（次ページへ続く）

特に意見はありませんでした。

朝の延長保育の要望もあるよう
だが、要望を把握し対応しても
らいたい。村も対応していくと
のことだが、よろしくお願いし
たい。

特に意見はありませんでした。

基本検診や各種検査事業は、今
までよりかなり負担が多くなっ
てしまう提案。自分の健康を維
持するために多少の負担は必要
だという意識は持つように、増
額は仕方ないことと思うが、費
用の激増の緩和をお願いしたい。

上記と同じ

上記と同じ
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むらづくり推進検討委員会を設置むらづくり推進検討委員会を設置
　筑北村が発足し、旧３村からすべての事業が引き継がれました。これらの事業の取り扱いは、合併協
議会において協議され決定しましたが、一部の事業において「合併後、検討する。」との調整がなされた
ものがあります。
　村では、これら合併後に検討とされた事業（以下、継続協議事業とする）を、村民と村が一緒になって
検討する「むらづくり推進検討委員会」を設置し、初会議を１月１３日坂北福祉センターで開催しました。
　この委員会の委員は、村内の学識経験者や各種団体の代表者など２４人で構成され、村からの依頼や
各種団体に選任をお願いいたしました。委員の任期は１年間と定めましたが、本年は年度途中の発足と、
団体役員の任期が年度末となっているため、本年度に限りこの３月３１日までとしました。
　委員会役員の選出は委員の互選で行われ、委員長には山田一憲さん（議会）副委員長には本田卓司さ
ん（教育委員長）が選ばれました。
　１７年度の委員会は２回行われ、１８年度予算編成までに決定しなければならない継続協議事業を、
優先的に協議をおこないました。
　委員会では各事業について様々な意見が出され、村ではこれらの意見を受け１８年度事業実施に向け
詳細な計画づくりに入りました。（協議された継続協議事業と、委員会での意見の要旨は別表のとおり
です。）
　村民の方々に影響がある重要な継続協議事業は多くあり、１８年度も引き続き協議が行われます。

むらづくり推進検討委員会検討事項及び委員会意見
事　業　名 合 併 協 議 会 調 整 結 果 及 び 村 か ら の 提 案 委員会での意見

総　

務　

部　

会

民　

生　

関　

係

筑北村村民
憲章等の制
定事業

コ ミ ュ ニ
ティ振興事
業補助金

子育て支援
手当て支給
事業

放課後児童
健全育成事
業（放課後
登録児童）

[村民憲章、村花、村木、村鳥、村歌等]
新村において検討する。
[村からの提案]
・平成１８年度中に制定する
・むらづくり推進検討委員会で村民憲章草案を作成及び村花、村木、
村鳥の候補を選定する。
・住民の意向を調査し、その意向を反映させる。

[実行委員会等への補助金]
イベント関係の補助・委託は存続する。実行委員会の意向を確認し、
新村において補助金交付要綱等により交付する。
[村からの提案]
・住民が実施する、地域を活性化させる事業に対して助成を行う。
事業の規模は問わない。
・助成基準等は、補助金交付要綱を定め実施する。

[子育て支援事業]
小学校４年生から６年生までの支給とし、支給額については検討
する。
[村からの提案]
・合併後、小学４年生から６年生までを対象に第１･２子に月額
5,000円、第３子以降に月額10,000円を支給している。
・18年度からは、国の児童手当が小学6年生まで拡充されるので、
支給対象を中学1年から中学3年生とする。支給額は同額。

[児童クラブ事業（放課後児童健全育成事業）]
新村発足時は現行のとおりとし、新村発足後次世代育成支援対策
推進市町村行動計画に基づいて調整を図る。
[村からの提案]
・対象児童は概ね小学1年生から小学３年生まで（６年生まで対象
とする）で、留守家庭等で健全育成上、指導を必要とする者とする。
・施設、職員体制に違いがあるので、同一な対応が出来ないが、協
議検討を重ねていく。

・村民憲章については、村民の一
体感の造成と心のよりどころと
して、早期の対応が必要。
・村花、村木、村鳥については、活
用方法を充分検討してから進め
てほしい。

・１８年度については旧村の考
え方で対応していただき、１９
年度にむけ方向付けを。
・出来るものについては、１箇所
で実施してほしい。
・大規模なイベントは、早急に実
行委員会へお願いし検討を進め
てもらいたい。

・二人、三人と子供を生んでいた
だけるように、また安心して子
育てが出来るよう、金額の増額
を第２子からにしていただきた
い。
・子供を生む際にお金が大変か
かってしまうため、無利子の貸
付制度など検討してほしい。
・子育てについて、保健師に気軽
に相談で出来る場所があればよ
いと思う。

・関連要望になるが、保育園保護
者会への補助金が廃止されたが、
三つある保護者会の組織が一つ
になったり、合同事業が立ち上
がった場合など補助金の交付を
お願いしたい。
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事　業　名 合 併 協 議 会 調 整 結 果 及 び 村 か ら の 提 案 委員会での意見

民　

生　

関　

係

振　

興　

部　

会

肺がん検診
事業

肺がんＣＴ
検診事業

機能訓練Ａ
型事業

酪 農 ヘ ル
パー利用補
助金

野菜、花卉
土壌消毒補
助金

農地流動化
奨励補助金

農業用廃プ
ラスチック
適正化処理

・利用者負担については、検討し調整を図る。
[村からの提案]
・妊婦の健康診査を前期、後期各１回実施する。
・受診負担金は無料とする。

[結核・肺がん検診事業]
・本城村の例により実施する。
・基本健診と合わせて実施する。
・対象者は１５歳以上とする。
・喀痰検査は、希望者とする。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診は問診、胸部エックス線間接撮影とし、基本検診と合わせて
実施する。
・対象者は、１５歳以上とする。
・受診負担金は３００円とする。

[肺がんＣＴ検診事業]
・本城村の例により実施する。
・対象者は４０歳以上住民及びその他希望者とする。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診は問診、胸部ＣＴ検査とする。
・対象者は、４０歳以上の住民と希望者とする。
・受診負担金は２，０００円とする。

[機能訓練Ａ型事業]
・本城村の例により実施し、実施方法については検討する。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
平成１８年度から、介護予防関係の事業に統合する

[酪農ヘルパー利用補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・酪農農家が、酪農ヘルパーを利用したときの利用料の一部を補
助する。
・利用回数は月２回を上限とし、補助率は３０％以内。

[野菜土壌改良対策事業補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・野菜、花卉の出荷農家が連作障害の回避のために土壌消毒を行っ
た場合補助する。
・補助率は、事業費の１０％とする

[農地流動化借手奨励補助金]
坂北村の例により検討のうえ実施し、奨励金等については新村発
足後検討する。
[村からの提案]
・農地流動化の推進、中核農家の育成及び農地の効率的利用の増
進のため、農地借手農家に対して年１回に限り奨励金を交付する。
・奨励金の基準
３年以上６年未満 ３，０００円／１０ａ
６年以上１０年未満  ５，０００円／１０ａ
１０年以上 １０，０００円／１０ａ

[農業用廃プラスチック適正化処理事業補助金]
現行のとおり実施し、補助金については検討する。
[村からの提案]　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ続く）

基本検診や各種検査事業は、今
までよりかなり負担が多くなっ
てしまう提案。自分の健康を維
持するために多少の負担は必要
だという意識は持つように、増
額は仕方ないことと思うが、費
用の激増の緩和をお願いしたい。

上記と同じ

特に意見はありませんでした。

坂井村で実施されていたが、
７０％の補助率であったものが
一気に３０％になるのは下げす
ぎではないか、５０％の補助率
ではどうか。

従来２０％だったものを、１０
％と一気に下げるのはどうか。
今年は１５％にして、来年度以
降見直していただきたい。

村からの提案どおりでよいので
はないか。

麻績村との協議があるので、村
からの提案どおりでよいのでは
ないか。
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事　業　名 合 併 協 議 会 調 整 結 果 及 び 村 か ら の 提 案 委員会での意見

民　

生　

関　

係

子宮がん検
診事業

前立腺がん
検診事業

大腸がん検
診事業

乳房がん検
診事業

乳房マンモ
グラフィ－
検診事業

乳児一般健
康診査事業

妊婦一般健
康診査事業

・受診負担金は、基本検診１，０００円、心電図５００円、眼底検査
２００円とする。

[子宮がん検診事業]
・本城村の例により実施する。
・対象者は、２０歳以上住民及びその他希望者とする。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診の内容は、問診、視診、子宮内頚部の細胞診、内診とする。
・対象者は、２０歳以上の住民及び希望者とする。
・受診負担金は１，０００円とする。

[前立腺がん検診事業]
本城村の例により実施する。
[村からの提案]
・検診の内容は、問診、血液（PSA）検査とする。
・対象者は、５０歳以上の住民とする。
・受診負担金は５００円とする。

[大腸がん検診事業]
・本城村の例により実施する。
・対象者は４０歳以上住民及びその他希望者とする。
・基本健診とのセット検診については今後検討する。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診の内容は、問診、便潜血検査とする。
・対象者は、４０歳以上の住民及び希望者とする。
・受診負担金は５００円とする。

[乳房がん検診事業]
・本城村の例により実施する。
・対象者は３０歳以上住民及びその他希望者とする。
・基本健診とのセット検診については今後検討する。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診の内容は、問診、視診、触診とし、医師が必要と認めた者につ
いては超音波検査を実施する。
・対象者は、３０歳以上の住民及び希望者とする。
・受診負担金は１，０００円とする。

[乳房マンモグラフィ－検診事業]
・坂北村の例により実施する。
・検診は２年に１回とする。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
・実施時期及び会場等については、今後検討する。
[村からの提案]
・検診の内容は、問診、エックス線検査とし、隔年実施とする。
・対象者は、４０歳以上の住民とする。
・受診負担金は２，０００円とする。

[乳児一般健康診査事業]
・本城村の例により、現行のとおり実施する。
・利用者負担については、検討し調整を図る。
[村からの提案]
・検診の内容は、発達、発育の確認、母子の健康管理及び育児指導
とする。
・対象者は乳児及びその母親とする。
・受診負担金は無料とする。

[妊婦一般健康診査事業]
・本城村の例により、現行のとおり実施する。　（次ページへ続く）

基本検診や各種検査事業は、今
までよりかなり負担が多くなっ
てしまう提案。自分の健康を維
持するために多少の負担は必要
だという意識は持つように、増
額は仕方ないことと思うが、費
用の激増の緩和をお願いしたい。

上記と同じ

上記と同じ

上記と同じ

上記と同じ

特に意見はありませんでした。

特に意見はありませんでした。
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事　業　名 合 併 協 議 会 調 整 結 果 及 び 村 か ら の 提 案 委員会での意見

振　

興　

部　

会

教　

育　

部　

会

指導施設等
設置事業

共同店舗設
置事業

共同施設設
置事業

公民館文化
系クラブ補
助金

・分館対抗
大会
・筑北村ス
ポーツ大会

村民体育祭

[指導施設等設置事業]
新村発足後、現実に即した事業を検討する。
[村からの提案]
・商工会が使用する施設を新設、改設又は備品を購入した場合で、
１件５０万円以上のもので村長が認めたもの。
・当該施設費に、１００分の５０以内を乗じて得た額を限度とする。
国、県の補助制度がある場合は、その補助金を引いた額に１００
分の５０以内を乗じて得た額を限度とする。

[共同店舗設置事業]
新村発足後、現実に即した事業を検討する。
[村からの提案]
・中小企業団体等又は２人以上の商業者が共同して自己の用に供
する店舗を新設する場合。
・当該工事費に１００分の５を乗じて得た額とし、１共同店舗
１００万円を限度する。

[共同施設設置事業]
新村発足後、現実に即した事業を検討する。
[村からの提案]
・中小企業団体等又は２人以上の商業者が商店街等に施設等を設
置する場合。
・用地以外の当該施設費に１００分の３０を乗じて得た額とし、
１事業５０万円を限度する。国、県の補助制度がある場合は、その
補助金を引いた額に１００分の３０を乗じて得た額を限度とする。

[公民館クラブ補助金]
新規団体のみ３年間補助する。補助金額については検討する。
[村からの提案]
・文化系クラブの育成を目的として、新規団体に対して補助する。
同一内容のクラブについては、統合も呼びかけるが文化祭等によ
る交流を行う中で、検討を進めてもらう。
・補助金額は年額１万円を限度とし、講師謝礼、参加費等を対象事
業とする。

[村民スポーツ大会（分館対抗）]
当面は現行のとおり実施し、内容については新村において検討す
る。
[村からの提案]
・今まで行われていた大会は、各地区館で交流を目的として分館
対抗大会を行う。
・村民が交流できるスポーツ大会を行う。
・体育協会を組織し、協会の大会でスポーツ交流を行う。

[村民体育祭]
当面は現行のとおり実施し、内容については新村において検討す
る。
[村からの提案]
・各地区館において体育祭を開催する。
・開催日をずらし、他地区との交流を行えるようにする。
・参加賞は、各地区不公平が生じないよう調整する。

現在制定されている条例で進め
られているので、提案どおりで
よい。

現在制定されている条例で進め
られているので、提案どおりで
よい。

現在制定されている条例で進め
られているので、提案どおりで
よい。

・統合については、代表者会議な
どを開いていただき呼びかけて
いただきたい。ただし、村内が広
いので村バス等を活用した足の
確保をお願いしたい。
・村民全員がわかる、文化系クラ
ブの参加募集を行ってほしい。
・このクラブ以外で、講座を行い
たい場合の申し込み先をはっき
りさせてほしい。

・各地区館での交流も大切だと
思うので提案どおりでよいが、
他地区の分館からも参加できる
ようにお願いしたい。
・村全体の大会については、やり
たい競技を意見収集を行ってほ
しい。

・開催日については、同日の同時
開催でよいと思う。
・予算には大きな違いがあるの
で見直しを。
・実施する組織にも違いがある。
徐々に統一をしたらどうか。
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事　業　名 合 併 協 議 会 調 整 結 果 及 び 村 か ら の 提 案 委員会での意見

振　

興　

部　

会

事業補助金

農業後継者
育成事業補
助金

畜産公害防
止対策補助
金

青豆加工補
助金

大豆作付・
出荷補助金

そば作付・
出荷補助金

環境保全型
農業促進事
業補助金

事業所設置
事業

・自然環境の汚染防止のため、農業用廃プラスチック処理費に対
して一部負担を行う。
・補助単価は、麻績村、農協と協議し決定する。

[農業後継者育成事業補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・農業後継者育成事業補助金は廃止とする。
・地域農業づくりを推進するため、新たな農業者組織を設立させ
た場合において、補助金を交付する。
・補助金額は５０，０００円とする。

[畜産公害防止対策補助金]
現行のとおり実施し、補助金額については新村発足時検討する。
[村からの提案]
・ハエ、蚊駆除と、伝染病の発生を未然に防ぐため、畜舎消毒のた
めの薬剤購入について補助を行う。
・補助率は、事業費の３０％以内とする。
・補助申請は農協から個人に変更する。

[大豆買上げ補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・特産品である「もえぎ豆腐」の原材料であるしなの青豆の加工に
対して、加工団体に補助を行う。
・補助金は豆１ｋｇ当たり１５０円とする。

[大豆作付け補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・農地の荒廃化防止と有効活用を図るため、大豆の作付、出荷に対
し補助を行う。
・補助金は、予算額の３０％を作付け補助に、７０％を出荷補助と
する。

[そば作付け補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・農地の荒廃化防止と有効活用を図るため、奨励品目の「そば」の
作付、出荷に対し補助を行う。
・補助金は、予算額の３０％を作付け補助に、７０％を出荷補助と
する。

[環境保全型農業促進事業補助金]
平成１７年度は各村現行の中で調整し、平成１８年度以降は新村
発足後検討する。
[村からの提案]
・農薬剤減に向け、フェロモン財を使用した場合、補助を行う。
・補助率は、事業費の１０％とする。

[事業所設置事業]
新村発足後、現実に即した事業を検討する。
[村からの提案]
・対象事業は、中小企業者が事務所の新設、移設又は増設する事業
で、投下固定資産総額が５００万円を超える場合。
・助成率は、上記に係る土地及び家屋等の固定資産税に対して次
の割合を乗じて得た額で、１事業所５０万円を限度とする。
 第１年度  １００分の１００
 第２年度  １００分の７０
 第３年度  １００分の３０

村内に認定農業者が２４名いる
中で、この金額で立ち上げるの
は難しいのではないか。事業内
容や他の補助金との関係もある
が、最初の補助金は１０万円程
度は必要ではないか。

村からの提案どおりでよいので
はないか。

村からの提案どおりでよいので
はないか。

この事業と、そば作付・出荷補助
金については概ね提案どうりで
よいが、この事業に関連し、坂井
村で生産団体への補助金が行わ
れていたが、これに影響がある
と思われるので別途検討をお願
いしたい。

上記と同じ

村からの提案どおりでよいので
はないか。

現在制定されている条例で進め
られているので、提案どうりで
よい。
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不
動
産
評
価
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項

（
具
体
的
に
は
、
売
買
、
交
換
、

相
続
、
借
地
、
担
保
、
賃
貸
借

等
に
係
る
不
動
産
評
価
）
に
つ

い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
協
会 

電
話
〇
二
六
―

二
二
五
―

五
二
二
八

◇
開
催
日
時
・
会
場
◇

松
本
市　

四
月
三
日
（
月
）

　

十
時
〜
十
六
時

　

松
本
市
役
所
東
庁
舎

　

四
階　

東
四
十
一
会
議
室

長
野
市　

四
月
三
日
（
月
）

　

十
時
〜
十
六
時

　

長
野
市
役
所
第
二
庁
舎

　

九
階　

十
六
会
議
室

上
田
市　

四
月
三
日
（
月
）

　

十
時
〜
十
六
時

　

上
田
商
工
会
議
所

　

四
階　

第
一
会
議
室

　

相
談
員
は
、
皆
さ
ん
の
秘
密

を
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
行
政

関
係
、
差
別
や
い
じ
め
、
心
配

事
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
気

軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

筑
北
村
保
健
福
祉
課

　
　
　

電
話
六
六
―
二
一
一
一

◇
開
催
日
時
・
会
場
◇

三
月
二
十
五
日
（
土
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

　

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
月
二
十
八
日
（
火
）

　

午
前
九
時
〜
正
午

　

坂
井
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

や
す
ら
ぎ

四
月
二
十
二
日
（
土
）

　

午
前
九
時
〜
正
午

　

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

五
月
一
日
（
月
）

　

午
前
九
時
〜
正
午

　

中
央
公
民
館
（
坂
井
）

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
を
調

査
日
と
し
て
実
施
し
た
国
勢
調

査
の
結
果
（
速
報
値
）
が
次
の

と
お
り
総
務
省
よ
り
公
表
さ
れ

ま
し
た
。 

な
お
、
確
定
値
は
、

平
成
十
八
年
十
月
に
総
務
省
統

計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全　国 127,756,815 62,340,864 65,415,951 49,529,232

長野県 2,196,012 1,068,046 1,127,966 779,575

本城村 2,075 983 1,092 700

坂北村 2,112 1,023 1,089 733

坂井村 1,514 727 787 489

３村合計 5,701 2,733 2,968 1,922

保
健
福
祉
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

○
心
配
事
相
談
の
開
催
○

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

国
勢
調
査
結
果
に
つ
い
て

人  口 （人）
市町村 世帯数

（世 帯）総数 男 女

　平成17年11月末までの「振り込め詐欺」は、いわゆる「オレオレ詐欺」は減少しているものの「融資保証金詐

欺」は大幅に増加し「架空請求詐欺」も依然多発傾向にあります。

　「振り込め詐欺」のことを知っていても、悪質・巧妙な手口に進化しており、突然、身内の事件などと知らさ

れ、動揺した隙をつかれて被害に遭うなど、被害か後を絶ちません。

　普段から「必ず自分にも電話やハガキが来る」と認識し、家族などで事前に対策を相談しておきましょう。

最近の手口は…？ 被害防止対策は…？最近の手口は…？

振り込め詐欺にご注意を！振り込め詐欺にご注意を！

長野県警察ホームページに「振り込め詐欺の被害に遭わないために」を掲載していますのでご覧下さい。
http://www.pref.nagano.jp/police/

被害防止対策は…？

妊娠・中絶及び痴漢やわいせ
つ事件、また横領等を口実に
し、他人に相談しにくい状況
にした「オレオレ詐欺」。

携帯電話にきた迷惑メールの
アドレスをクリックしただけ
で、高額な入会金を請求する
もの。

すぐに振り込んではいけませ
ん。
（振り込みは、その日にしな
い）

振り込む前に警察に相談しま
しょう。
（匿名でも相談できます。）

一人で振り込まないようにし
ましょう。（一人で振り込み
をせず、まず相談しましょ
う。）

法津事務所、裁判所、公的機
関の名称や、公的認可などを
名乗る架空請求。

「保証金」や「融資保険の加
入が必要」と騙して、現金を
振り込ませる。
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平
成
十
八
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
十
八
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

１回目
　月　日 曜日 地区名 　　実　施　場　所 　時　　　間
4月12日 水 本城 大沢車庫前 13:30～13:35
   立川公民館前 13:40～13:45
   岩戸公民館前 13:50～13:55
   竹之下公民館前 14:00～14:10
   乱橋中町公民館前 14:25～14:35
   小仁熊上集荷所前 14:40～14:50
   本城総合支所前 14:55～15:15
4月13日 木 坂北 ライスセンター 13:15～13:25
   向原小林農産前 13:35～13:45
   東山公民館前 14:00～14:10
   柳澤正治（大側）さん宅前 14:25～14:30
   坂北総合支所前 14:45～15:15
4月11日 火 坂井 真田バス停 13:15～13:20
   上安坂公民館 13:25～13:35
   熊ノ川集荷所 13:40～13:45
   中安坂公民館 13:50～14:00
   安坂中村公民館 14:05～14:10
   大野田上集荷所 14:20～14:25
   松場公民館 14:30～14:40
   杉崎集荷所 14:50～14:55
   山崎公民館 15:00～15:05
   坂井総合支所 15:10～15:30

　

村
営
墓
地
「
向
原
霊
園
」
の

使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

向
原
霊
園
は
、
坂
北
地
区
の
向

原
団
地
付
近
の
豊
か
な
緑
に
囲

ま
れ
た
閑
静
な
場
所
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
墓
地
は
、
筑
北
村
に

本
籍
又
は
住
所
が
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

向
原
霊
園
使
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

霊
園
の
使
用
期
間
は
、
基
本

的
に
は
永
代
と
な
り
ま
す
。

　

村
営
墓
地
向
原
霊
園
で
は
、

使
用
期
間
中
一
区
画
あ
た
り
年

額
二
〇
〇
〇
円
の
聖
地
管
理
料

を
毎
年
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

村
営
墓
地
を
使
用
し
た
い
方

は
、
住
民
課
又
は
各
支
所
村
民

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
使
用
料
◇

　

Ａ
区
画
（
六
・
六
m2
） 

　
　
　
　

一
八
〇
、
〇
〇
〇
円

　

Ｂ
区
画
（
六
・
六
m2
）

　
　
　
　

二
六
〇
、
〇
〇
〇
円

　

注
射
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
犬
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在

に
生
後
九
十
一
日
以
上
の
す
べ
て
の
飼
育
犬

で
す
。

 

当
日
は
、
新
規
登
録
も
行
い
ま
す
の
で
登
録

さ
れ
て
い
な
い
犬
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２回目
　月　日 曜日 地区名 　　実　施　場　所 　時　　　間
4月25日 火 本城 立川公民館前 14:20～14:30
   竹之下公民館前 14:35～14:45
   乱橋中町公民館前 14:50～15:00
   本城総合支所 15:05～15:30
5月10日 水 坂北 岩殿寺前 13:30～13:40
   細田集会所 13:50～14:05
   原集会所 14:10～14:20
   上手方バス停前 14:25～14:35
   竹場消防詰所前 14:40～14:50
   坂北総合支所前 14:55～15:15
4月25日 火 坂井 熊ノ川集荷所 13:30～13:40
   坂井総合支所 13:45～14:00
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筑
北
勤
労
者
互
助
会
よ
り
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

筑
北
勤
労
者
互
助
会
よ
り
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

共　済　給　付　金

給　　付　　金

　 10, 000円
5, 000円

祝 3, 000円
3, 000円
5, 000円
10, 000円

金 10, 000円
10, 000円
10, 000円

65歳 交通事故 400, 000円

未満 不慮の事故 200, 000円

　 その他すべての死亡 100, 000円

65歳 交通事故 350, 000円

以上 不慮の事故 150, 000円
その他すべての死亡 50, 000円

配　偶　者 50, 000円
子（会員の実・養・継子） 10, 000円
親（会員の実・養・継・義父母） 5, 000円

65
交通事故   （上限額） 300, 000円

歳
１級～１４級（下限額） 12, 000円

未
不慮の事故（上限額） 200, 000円

満
１級～１４級（下限額) 4, 000円

　 事故以外の重度障害 100, 000円

65 交通事故（上限額） 250, 000円

歳 １級～１４級（下限額） 12, 000円

以 不慮の事故（上限額） 150, 000円

上 １級～１４級（下限額） 4, 000円
事故以外の重度障害 50, 000円

休業　１４日～３０日 5, 000円
休業　３０日～６０日 10, 000円
休業　６０日～９０日 15, 000円
休業　９０日～１２０日 20, 000円
休業　１２０日以上 25, 000円

火 200, 000円
災 180,000円以内
等 60,000円以内

　自　　 60, 000円
然 30, 000円

　災　　 一部壊 6,000円以内
害 床上浸水 30,000円以内

10, 000円
300円
2, 000円

  

会
員
本
人

半焼　・　半壊（最高）

永年勤続（２０年）

会員の結婚祝い
会員又は配偶者の出産祝い
子供の小学校入学祝い

永年勤続（１０年）
子供の中学校卒業祝い

永年勤続（２５年）

障

舞

全　壊　　・　流　出
半　　　　　　　壊

同居親族の死亡

一部焼　・　壊（最高）

人間ドッグ補助金　年1回

金

見

傷
病

金

健康ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ補助　年1回

全　焼　　･　全　壊

金

舞

災

舞

害

住
宅

害
見

・

見

共　済　事　由

永年勤続（１５年）

害

重

障
度

永年勤続（３０年）

死
亡
弔
慰
金

筑北勤労者互助会とは
筑北村、麻績村、生坂村が一体となり、中小企業で働く事業主や従業員の皆様の福利厚生の充実と
職場環境の向上を図るため設立されました。
○入会できる方　３村内の常時雇用する従業員が１００人以下の事業所の従業員、事業主
　及び専業農業者。
○ほか福利厚生事業としてレクリエーションの開催（H17ディズニーリゾートの旅の開催）
詳しくは、役場産業課までお問合せください。　電話67-2002

わずか350円（月額）の掛金で次の多くの共済金が給付されます。 従
業
員
・
事
業
主
及
び
専
業
農
業
者
の
皆
様
へ
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【
火
災
警
報
器
の
維
持
】

一
、
乾
電
池
式
の
も
の
は
、
電

圧
低
下
を
音
で
知
ら
せ
ま
す

の
で
、
適
切
な
電
池
交
換
が

必
要
で
す
。

二
、
火
災
警
報
器
は
交
換
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

適
切
な
交
換
が
必
要
で
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設

置
及
び
維
持
基
準
は
「
松
本

広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
」

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
消

防
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

松
本
広
域
消
防
局
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

松
本
広
域
消
防
局
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

す
べ
て
の
住
宅
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」の
設
置
・
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◎
《
新
築
住
宅
》
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

○
〈
既
存
住
宅
〉
は
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
室

内
の
煙
や
熱
に
反
応
し
て
警
報

音
を
発
す
る
器
具
で
、
火
災
の

発
生
・
初
期
消
火
・
避
難
を
容

易
に
し
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
（
約
七
割
が「
逃
げ
遅
れ
」）

を
減
ら
す
の
に
高
い
効
果
を
あ

げ
ま
す
。

【
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
？
】

○
寝
室
、
一
定
の
階
段
及
び
廊

下
が
設
置
場
所
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
設
置
す
る
警
報
器
は

煙
タ
イ
プ
を
設
置
し
ま
す
。
）

※
右
記
以
外
に
も
、
建
物
の
階
数
や
寝
室
の
位
置
に
よ
っ
て
、
設
置
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。

〔
火
災
警
報
器
の
設
置　

例
二
〕

〔
火
災
警
報
器
の
設
置　

例
三
〕

〔
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所　

例
一
〕

　

火
災
警
報
器
に
は
、
乾
電
池

式
や
配
線
式
等
が
あ
り
、
乾
電

池
式
は
自
分
で
取
り
付
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
が
、
購
入
の
際

は
、
下
記
の
マ
ー
ク
の
添
付
さ

れ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

※
悪
質
業
者
の
訪
問
販
売
等
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

代
表
問
合
せ
先

　

松
本
広
域
消
防
局 

予
防
課

　
　
　

電
話
二
五-

一
五
九
九

梁がある場合

エアコンの噴出し口がある場合

壁に設ける場合

○
警
報
器
を

設
置
す
る
必

要
が
な
い
部

屋
で
、
七
m2

以
上
の
部
屋

が
五
室
以
上

あ
る
階
の
廊

下
。
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坂北の長者原水源

水
資
源
の

開
発
に
つ
い
て

窪
田
一
昭　

議
員

筑
北
地
域
の

情
報
化
の

今
後
に
つ
い
て

質
問　

2
0
1
1
年
に
テ
レ
ビ

が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
変
わ
る
。
村
の
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
で
は
、
そ

れ
ま
で
に
筑
北
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
施
設
を
利
用
し
て
各
家

庭
ま
で
接
続
さ
れ
映
像
配
信
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実

現
で
き
る
見
通
し
は
ど
う
か
。

ま
た
、
事
業
経
費
と
受
益
者
の

負
担
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

か
。
既
存
の
共
聴
施
設
と
の
関

連
は
ど
う
な
る
の
か
。

村
長　

現
在
公
共
施
設
ま
で
光

ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
て
あ
る
が
、

今
後
各
家
庭
ま
で
延
長
し
、
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
映
像
を
配
信

し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
高
速
通

信
や
Ｉ
Ｐ
電
話
化
、
防
災
無
線

と
並
行
し
た
音
声
通
信
網
の
実

現
な
ど
が
期
待
で
き
る
。
映
像

配
信
で
は
民
間
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
も
考
え
ら
れ
る
。
で
き
れ

ば
平
成
18
年
度
か
ら
計
画
策
定

を
し
て
、
早
め
に
整
備
し
て
い

き
た
い
。
経
費
は
村
内
約
2
千

世
帯
に
接
続
す
る
た
め
に
5
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
受
益

者
負
担
と
し
て
1
戸
当
た
り
7

万
円
位
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

受
信
料
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
と
同
じ
位
の
月
額
3
〜
4
千

円
で
は
な
い
か
。

質
問　

計
画
通
り
各
家
庭
で
受

信
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
、

情
報
化
の
時
代
の
中
で
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問　

筑
北
村
の
財
政
も
厳
し

く
経
常
収
支
比
率
は
85
％
を
上

回
り
、
起
債
制
限
比
率
も
18
％

を
越
え
る
。
今
こ
そ
行
政
経
費

の
節
減
と
行
財
政
改
革
を
基
本

に
、
各
事
業
の
優
先
順
位
を
定

め
適
切
な
財
政
分
析
に
よ
り
、

公
平
な
事
業
執
行
に
当
ら
れ
た

い
。

村
長　

旧
村
の
計
画
す
べ
て
筑

北
村
過
疎
計
画
と
し
た
。
再
精

査
し
適
正
な
財
政
分
析
に
よ
り

現
地
を
確
認
し
て
実
施
計
画
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

質
問　

昭
和
45
年
過
疎
地
域
緊

急
措
置
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来

35
年
、
長
野
県
内
約
3
分
の
1

の
過
疎
町
村
に
と
っ
て
こ
の
制

度
の
有
無
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

過
疎
法
は
議
員
立
法
で
あ
る
の

で
、
今
後
の
存
続
を
国
会
に
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
地

域
は
過
疎
債
と
、
交
付
税
が
有

す
る
財
源
調
整
、
財
源
保
障
は

極
め
て
重
要
で
、
こ
の
制
度
の

存
続
を
強
く
国
に
要
望
す
る
考

え
で
あ
る
。

質
問　

筑
北
は
豊
か
な
自
然
、

山
紫
水
明
の
地
に
あ
る
。
本
年

は
平
年
の
2
分
の
1
の
降
雨
量

で
、
特
に
坂
北
地
域
は
盆
、
初

冬
の
菜
洗
い
、
年
末
年
始
に
か

け
節
水
、
給
水
制
限
が
実
施
さ

れ
る
。
村
が
合
併
し
水
不
足
は

解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
た
。
全
村
的
な
水
不
足
対
策

に
地
下
水
源
の
探
索
と
配
水
池

築
造
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

村
長　

筑
北
は
標
高
が
高
い
う

え
降
雨
量
も
少
な
く
、
飲
料
水

に
つ
い
て
は
何
と
し
て
も
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
下
水
道
課
長　

坂
北
地
区
の

現
況
は
、
水
源
が
2
ヶ
所
5
百

m3
・
配
水
池
3
ヶ
所
の
内
長
者

原
が
40
m3
と
小
さ
い
。
新
水
源

の
調
査
は
、
中
村
と
刈
谷
沢
ダ

ム
周
辺
で
行
っ
て
あ
る
。
配
水

池
の
容
量
は
8
時
間
〜
半
日
分

の
ス
ト
ッ
ク
で
規
模
を
決
定
し

て
い
る
の
で
、
18
年
度
に
基
金

5
千
万
円
を
取
崩
し
配
水
池
の

増
設
を
し
た
い
。
水
資
源
の
開

発
と
配
水
池
の
築
造
を
加
味
し

た
中
で
考
え
た
い
。

質
問　

議
会
に
水
資
源
開
発
特

別
委
員
会
設
置
を
要
望
す
る
。
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質
問　

旧
3
村
の
融
和
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
村
政
運
営
を
い

か
に
進
め
て
い
く
か
。

村
長　

村
政
運
営
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
「
筑
北

は
ひ
と
つ
」
と
い
う
理
念
が
大

切
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
に
よ
っ
て
お
互
い
の

理
解
を
深
め
る
。
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
も
、
村
の
新
し
い
共
通
の

仲
間
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
で

大
変
有
意
義
な
機
会
で
あ
る
。

「
村
民
が
主
体
と
な
っ
た
村
づ

く
り
」
を
、
村
政
運
営
の
柱
の

一
つ
と
し
て
進
め
て
い
く
。

質
問　

村
長
相
談
、
行
政
相
談
、

地
域
懇
談
会
の
充
実
を
図
り
信

頼
さ
れ
る
行
政
へ
努
力
を
し
た

い
と
い
う
が
考
え
方
は
。

村
長　

3
百
数
項
目
の
再
調
整

や
合
併
後
検
討
す
る
課
題
を
調

整
し
な
が
ら
、
地
区
の
皆
さ
ん

に
も
今
の
筑
北
の
現
状
も
話
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
も

あ
る
。
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
い
て
、
今
の
実
態
を
把
握
し

た
上
で
懇
談
会
に
入
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

村
づ
く
り
推
進
検
討
委

員
会
の
任
務
は
何
か
。
3
百
項

目
か
ら
の
調
整
が
終
わ
れ
ば
委

員
会
は
解
散
す
る
の
か
。

村
長　

村
づ
く
り
推
進
委
員
会

は
、
調
整
項
目
を
見
て
検
討
や

話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

く
立
ち
上
げ
た
。
調
整
項
目
が

済
ん
だ
ら
終
わ
り
で
な
く
、
村

づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に
な
っ

て
進
め
て
い
く
。

質
問　

財
政
厳
し
い
な
か
で
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
実
現
に

向
け
て
の
考
え
方
は
。

村
長　

高
齢
者
対
策
は
、
旧
3

村
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
高
齢

者
の
生
活
支
援
事
業
、
介
護
予

防
、
地
域
支
え
合
い
の
事
業
等
々
、

サ
ー
ビ
ス
の
統
一
化
を
早
急
に

行
い
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な

り
効
率
あ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
働
き
な
が
ら
子
育
て

の
で
き
る
延
長
保
育
や
未
就
園

児
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
乳

幼
児
健
康
育
成
事
業
等
々
を
進

め
て
い
き
た
い
。
子
育
て
支
援

手
当
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
国

の
児
童
手
当
支
給
期
間
よ
り
3

年
延
長
し
て
義
務
教
育
終
了
ま

で
と
し
た
い
。

質
問　

全
村
を
つ
な
ぐ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

村
長 

財
政
的
な
も
の
や
全
体

的
な
見
地
か
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。
こ
れ
も
村
づ
く
り
推

進
検
討
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
進

め
て
い
く
。

質
問　

助
役
、
収
入
役
の
人
事

に
つ
い
て
、
い
つ
ご
ろ
選
任
し

て
い
く
の
か
。

村
長　

で
き
る
だ
け
早
く
と
い

う
こ
と
で
理
解
を
お
願
い
す
る
。

計
画
行
政
の
推
進
と

平
成
18
年
度

予
算
編
成
方
針
は

質
問　

国
・
地
方
と
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
、
筑
北
村
の
主

要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

も
17
年
度
23
億
5
千
万
円
に
対

し
、
約
6
％
減
の
22
億
円
を
予

測
す
る
。
筑
北
村
関
森
村
政
初

の
新
年
度
予
算
編
成
方
針
を
早

期
に
策
定
し
、
建
設
計
画
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
沿
っ

て
、
計
画
行
政
の
推
進
が
大
切

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

村
長　

筑
北
村
の
新
年
度
予
算

は
、
地
域
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
高
い
視
点
に
立
っ
て
財
源

の
重
点
的
、
効
果
的
配
分
を
図

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
合
併

協
議
の
調
整
結
果
に
基
づ
き
極

力
村
全
体
を
統
一
し
て
、
新
村

建
設
計
画
も
考
慮
し
事
業
精
査

の
上
で
予
算
編
成
を
し
た
い
。

又
、
建
設
計
画
、
過
疎
計
画
は
、

総
括
的
な
計
画
で
あ
り
、
起
債

等
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
な
が
ら
筑
北
村
と
し
て
緊
急

性
の
高
い
事
業
の
推
進
を
図
り

た
い
。

質
問　

筑
北
村
の
財
政
も
厳
し

く
経
常
収
支
比
率
は
85
％
を
上

久
保
田
義
信　

議
員

村
政
運
営
に
つ
い
て

宮
澤
信
雄　

議
員

平
成
17
年

　
12
月
定
例
会

　
　
　

一
般
質
問

平
成
17
年

　
12
月
定
例
会

　
　
　

一
般
質
問

平
成
17
年

　
12
月
定
例
会

　
　
　

一
般
質
問
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質
問　

先
日
の
村
報
に
村
長
の

挨
拶
が
載
っ
て
い
た
。
一
斉
放

送
で
所
信
を
表
明
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

や
っ
て
い
な
い
。

質
問　

そ
の
時
所
信
を
訴
え
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
こ
の
議

場
の
名
札
、
こ
れ
も
1
ヶ
月
経
っ

て
も
掛
け
ら
れ
て
い
な
い
。
簡

単
に
出
来
る
事
だ
か
ら
最
初
が

大
切
と
思
っ
て
い
る
。

村
長　

指
摘
の
通
り
不
十
分
な

と
こ
ろ
は
是
非
や
っ
て
参
り
た

い
。

議
長　

議
場
に
つ
い
て
は
議
長

の
責
任
で
対
処
す
る
。

質
問　

村
民
の
融
和
は
大
半
の

議
員
が
取
上
げ
て
い
る
。
合
併

し
て
早
々
百
円
バ
ス
の
創
設
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
、
農
産
加
工
所

等
々
の
旧
村
諸
施
設
の
共
同
利

用
は
合
併
の
効
果
で
あ
る
。
イ

ベ
ン
ト
等
の
交
流
も
大
事
だ
が

政
策
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

善
政
に
よ
っ
て
村
民
は
結
集
し

て
く
る
。
そ
れ
に
は
地
域
の
隅
々

ま
で
光
を
当
て
弱
者
へ
の
目
配

り
と
住
民
の
目
線
で
、
税
金
で

あ
る
予
算
の
有
効
活
用
に
よ
る

住
民
生
活
の
向
上
が
必
要
と
考

え
る
が
。

村
長　

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
公
約

と
し
て
地
域
バ
ス
、
若
者
定
住

策
の
子
育
て
支
援
を
考
え
て
い

る
。
こ
の
他
皆
さ
ん
と
良
く
相

談
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

こ
の
他
、
旧
村
で
持
っ

て
い
る
「
宝
」
は
数
々
あ
る
。

公
報
等
で
の
Ｐ
Ｒ
と
住
民
参
加

の
透
明
性
の
高
い
ガ
ラ
ス
張
り

の
村
政
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

村
長　

ガ
ラ
ス
張
り
の
村
政
は

当
然
で
あ
る
。
前
向
き
に
取
組

み
た
い
。

村
民
の
融
和
に
つ
い
て

山　

日
出
男　

議
員

人
事
に
つ
い
て

市
川
辰
男　

議
員

質
問　

助
役
・
収
入
役
人
事
に

つ
い
て
、
選
任
の
考
え
方
、
具

体
的
に
示
さ
れ
る
の
は
い
つ
頃

か
。

村
長　

村
長
と
い
う
責
任
の
重

大
さ
を
考
え
る
と
き
に
、
や
は

り
助
役
、
収
入
役
も
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
村
民
の
皆
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
、
村
の
状
況
等
々

も
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
3
つ
の
村
が
一

緒
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ
内
容
的

に
も
勉
強
が
不
十
分
で
あ
る
。

事
務
事
業
も
ま
だ
軌
道
に
乗
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
を
乗
せ
る
た

め
に
は
助
役
、
収
入
役
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

助
役
、
収
入
役
に
つ
い
て
も
、

事
務
事
業
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
相
談
役
と
し
て

も
お
願
い
し
た
い
。
そ
こ
で
、

時
期
的
に
は
な
る
べ
く
早
く
と

い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
た
い
。

質
問　

今
の
答
弁
の
よ
う
な
情

勢
下
で
あ
る
の
で
、
収
入
役
を

廃
止
し
て
助
役
又
は
課
長
が
兼

務
す
る
、
そ
の
よ
う
な
人
事
を

希
望
す
る
。

　

そ
こ
で
、
新
村
・
筑
北
村
が

ス
タ
ー
ト
し
て
約
2
ヵ
月
、
そ

し
て
関
森
村
政
も
1
ヵ
月
が
経

過
し
た
。
課
題
の
一
つ
に
人
件

費
抑
制
と
経
費
の
節
減
等
々
言

わ
れ
る
中
で
、
こ
の
と
き
こ
そ

大
き
な
改
革
の
第
一
歩
で
あ
り
、

思
い
切
っ
た
決
断
が
望
ま
れ
る
。

今
、
ま
さ
に
筑
北
丸
の
船
出
で

あ
り
、
新
し
い
発
想
へ
の
期
待

と
、
舵
取
り
を
し
っ
か
り
と
実

践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
、

筑
北
村
民
の
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
人
事
に
つ
い
て
は
内

部
か
ら
の
起
用
を
提
案
す
る
。

や
は
り
若
い
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か

さ
れ
る
よ
う
、
前
向
き
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
く
、
強
く
要
望

す
る
。

員
の
話
だ
と
冬
の
清
掃
、
夏
の

衛
生
管
理
に
大
変
苦
労
さ
れ
て

い
る
。
特
に
夏
場
な
ど
駅
利
用

客
か
ら
ハ
エ
や
悪
臭
な
ど
で
苦

情
が
あ
り
、
病
院
通
い
す
る
足

腰
弱
い
お
年
寄
り
も
利
用
し
に

く
く
困
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
長

野
県
林
務
課
で
の
説
明
で
は
、

「
信
州
の
木
利
用
促
進
事
業
」で

ト
イ
レ
の
改
修
を
す
れ
ば
交
付

金
と
い
う
形
で
事
業
費
の
半
分

が
補
助
さ
れ
る
。
キ
ラ
リ
と
光

り
村
内
外
に
誇
れ
る
村
づ
く
り
、

若
者
が
魅
力
を
も
て
る
筑
北
村

の
為
に
も
是
非
冠
着
駅
、
西
条

駅
の
水
洗
化
に
取
り
組
む
よ
う

提
案
す
る
。

村
長　

よ
く
調
査
の
う
え
、
全

体
的
な
筑
北
村
を
見
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

人
件
費
の
抑
制
と
経
費

節
減
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立

に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
い
た
い
。

村
長　

10
年
間
で
31
人
の
職
員

を
削
減
す
る
事
が
で
き
る
。

質
問　

そ
れ
は
合
併
前
の
建
設

計
画
で
あ
っ
て
、
村
長
選
に
挑

ん
だ
公
約
と
し
て
の
人
件
費
の

抑
制
、
経
費
節
減
に
つ
い
て
の

具
体
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

村
長　

建
設
計
画
に
基
づ
い
て

仕
事
を
進
め
て
い
く
事
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

建
設
計
画
に
よ
る
職
員

の
削
減
は
誰
が
村
長
に
な
っ
て

も
で
き
る
が
、
村
長
の
公
約
で

あ
る
人
件
費
の
抑
制
策
を
お
聞

き
し
た
い
。

村
長　

人
件
費
の
抑
制
に
つ
い

て
は
建
設
計
画
を
実
行
す
る
事

が
公
約
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

近
隣
市
町
村
の
中
で
筑

北
村
の
職
員
が
極
め
て
多
い
。

な
ん
の
た
め
の
合
併
か
と
住
民

は
口
々
に
訴
え
て
い
る
。
建
設

計
画
に
沿
っ
て
や
る
の
で
は
な

く
、
人
件
費
の
抑
制
、
経
費
の

節
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
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西　条　駅　前

柳
沢　

忠　

議
員

公
約
に
基
づ
い
た

村
長
の
所
信
に
つ
い
て

質
問　

少
子
化
、
若
者
の
定
住

化
の
問
題
に
つ
い
て
今
後
の
方

針
を
伺
い
た
い
。

村
長　

子
育
て
家
庭
の
経
済
支

援
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、

若
者
の
就
労
支
援
な
ど
官
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

質
問　

若
者
の
定
住
は
、
筑
北

村
と
い
う
郷
土
に
若
者
が
魅
力

を
持
っ
て
も
ら
う
事
が
不
可
欠

と
考
え
て
い
る
が
如
何
か
。

村
長　

確
か
に
若
者
に
魅
力
を

持
っ
て
住
ん
で
も
ら
う
村
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

矢
越
ト
ン
ネ
ル
、
滝
上

峡
の
改
良
は
早
急
に
や
る
べ
き

だ
が
1
年
や
2
年
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
い
。
身
近
な
問

題
と
し
て
、
村
の
玄
関
口
で
あ

る
冠
着
駅
、
西
条
駅
の
ト
イ
レ

の
水
洗
化
が
あ
る
。
両
駅
ト
イ

レ
の
改
装
は
、
郷
土
の
誇
り
で

も
あ
り
自
慢
の
一
つ
に
な
る
。

聖
高
原
駅
や
坂
北
駅
の
ト
イ
レ

は
水
洗
化
さ
れ
て
お
り
若
者
を

は
じ
め
と
し
て
乗
降
客
に
喜
ば

れ
て
い
る
。
若
者
に
魅
力
を
持
っ

て
も
ら
う
村
づ
く
り
の
一
策
と

思
う
が
如
何
か
。

村
長　

財
政
的
な
事
も
あ
り
優

先
順
位
が
あ
る
の
で
十
分
に
検

討
し
て
進
め
て
い
く
。

質
問　

冠
着
、
西
条
両
駅
の
職

員
の
話
だ
と
冬
の
清
掃
、
夏
の

衛
生
管
理
に
大
変
苦
労
さ
れ
て

い
る
。
特
に
夏
場
な
ど
駅
利
用

西
条
駅
の
ト
イ
レ
の

改
修
を
含
む

環
境
整
備
に
つ
い
て

前
山
健
治　

議
員

村
長
の
政
治
姿
勢
と

新
村
の
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て

質
問　

国
は
三
位
一
体
の
改
革

と
し
て
、
地
方
交
付
税
の
削
減
、

補
助
金
の
圧
縮
、
ま
た
県
も
公

共
事
業
等
の
大
幅
な
見
直
し
を

示
し
て
い
る
。
筑
北
村
に
お
い

て
も
人
口
減
や
税
収
減
が
予
想

さ
れ
る
中
で
、
新
筑
北
村
と
し

て
の
18
年
度
の
重
点
施
策
は
何

か
。
国
保
税
、
介
護
保
険
料
等

の
負
担
増
あ
る
い
は
合
併
に
よ

る
負
担
減
は
あ
る
の
か
。

村
長　

平
成
18
年
度
の
予
算
規

模
に
つ
い
て
は
国
の
財
政
を
見

な
が
ら
検
討
を
す
る
た
め
、
国

の
交
付
金
、
県
の
補
助
金
等
ま

た
起
債
の
額
を
ど
の
位
に
す
る

か
ま
だ
詳
細
に
つ
い
て
は
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
が
、
平
成
17
年

度
の
予
算
か
ら
見
る
と
41
億
円

位
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
ま
た

重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
建
設

計
画
・
過
疎
計
画
の
中
で
よ
く

検
討
し
早
々
に
全
体
的
な
課
長

会
議
を
開
き
な
が
ら
位
置
づ
け

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。
住

民
負
担
の
関
係
に
つ
い
て
は
医

療
費
の
増
額
に
よ
る
国
保
税
の

増
額
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
20
年
度
第
三
期
と
し

て
事
業
計
画
の
策
定
中
で
あ
る

旧
3
村
の
デ
ー
タ
か
ら
見
る
と

一
人
当
り
の
介
護
保
険
給
付
が

県
下
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
保
険
料

の
具
体
的
な
試
算
数
値
は
出
て

い
な
い
が
保
険
料
の
増
額
は
さ

け
ら
れ
な
い
。

。

質
問　

旧
村
の
時
か
ら
の
検
討

事
項
で
あ
っ
た
西
条
駅
の
ト
イ

レ
の
改
修
を
含
む
駅
周
辺
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
は
、
松
本
地

域
か
ら
の
筑
北
村
の
玄
関
口
と

し
て
、
平
成
18
年
度
事
業
計
画

に
ぜ
ひ
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
合
併
に
な
っ
た
成
果
か

と
思
え
る
よ
う
な
事
業
に
該
当

す
る
か
と
思
う
の
で
、
実
現
に

向
け
て
検
討
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長　

現
在
筑
北
村
に
は
西
条

駅
、
坂
北
駅
、
冠
着
駅
と
3
つ

駅
が
あ
り
、
坂
北
駅
に
つ
い
て

は
昨
年
整
備
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。
村
に
お
い
て
も
今
後
、

建
設
計
画
や
事
業
計
画
の
精
査

を
行
い
、
実
施
事
業
の
絞
り
込

み
を
し
て
優
先
度
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
建
設
計
画
の
中
で

は
「
魅
力
的
な
地
域
環
境
の
形

成
と
新
村
の
持
続
的
発
展
の
た

め
、
環
境

面
、
防
災

面
に
配
慮

し
な
が
ら

駅
周
辺
の

整
備
を
行

う
」
と
掲

げ
て
い
る
。

い
ず
れ
に

し
て
も
各

地
域
の
玄

関
口
と
し

て
事
業
の

精
査
を
行

い
、
よ
く

検
討
し
て

進
め
て
い

く
。
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滝
澤
千
代
江　

議
員

各
種
審
議
会
、

委
員
の
設
置
に
つ
い
て

質
問　

新
村
の
運
営
に
必
要
な

各
種
審
議
会
、
委
員
会
等
は
い

つ
頃
設
置
す
る
予
定
か
。
ま
た

女
性
の
登
用
に
対
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

村
長　

住
民
と
行
政
の
協
働
の

も
と
に
、
計
画
策
定
段
階
か
ら
、

住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て
村

づ
く
り
を
行
う
体
制
を
整
備
し

て
い
く
。
村
づ
く
り
推
進
検
討

委
員
会
を
早
速
立
ち
上
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
筑
北
村
の
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
は
ま
だ

だ
が
、
関
係
団
体
の
意
見
等
を

集
約
し
て
基
本
計
画
の
策
定
準

備
を
し
た
い
。
女
性
の
登
用
に

対
し
て
も
適
材
適
所
と
い
う
考

え
で
進
め
た
い
の
で
お
願
い
の

際
は
是
非
受
け
て
い
た
だ
き
一

緒
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

質
問　

役
場
の
中
に
お
い
て
企

画
立
案
に
、
女
性
職
員
は
常
に

入
っ
て
、
女
性
の
視
点
や
感
性

が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

企
画
立
案
に
は
女

性
の
視
点
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の

立
案
が
出
て
く
る
訳
だ
が
、
発

足
間
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
ま

だ
こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
も
の

に
つ
い
て
実
施
し
て
い
な
い
状

況
だ
。
行
政
組
織
自
体
も
当
然

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

に
は
、
女
性
の
視
点
で
見
廻
し

て
も
ら
い
方
向
づ
け
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

地
方
自
治
法
の
改
正
で

ス
タ
ー
ト
し
た
指
定
管
理
者
制

度
は
、
民
間
事
業
者
を
含
む
幅

広
い
団
体
が
参
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
点
が
特
徴
だ
が
、
18

年
度
で
従
前
の
管
理
委
託
制
度

が
な
く
な
る
。
旧
3
村
に
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
温
泉
施
設
は
村
民
の

憩
い
の
場
で
あ
り
、
健
康
増
進

施
設
で
も
あ
る
が
、
ど
の
施
設

も
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
管
理
も
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
知
恵
を
取
り

入
れ
る
事
で
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
、
経
費
を
節
減
し
よ
う
と

す
る
狙
い
で
、
個
人
を
除
く
あ

ら
ゆ
る
団
体
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
今
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
か
、
直
営
に
す
る

か
選
択
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
急
を
要
す
る
事
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

村
長　

宿
泊
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

福
祉
目
的
で
利
用
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
公
の
施
設
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
よ
り
今
後
は
民
間
の
事
業
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
を
含
め
広
く
募
集
し
、

費
用
、
企
画
な
ど
の
提
案
内
容

か
ら
判
断
し
管
理
者
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

筑
北
村
に
お
い
て
も
、
制
度
を

導
入
す
る
施
設
の
選
定
や
具
体

的
な
指
定
業
者
の
検
討
を
早
急

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

温
泉
施
設
は
、
制
度
導
入
で
の

効
果
や
施
設
利
用
の
平
等
性
や

公
共
性
が
確
保
で
き
る
か
の
観

点
か
ら
、
総
合
的
に
そ
の
是
非

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

合
併
当
初
は
地
域
間
に

見
え
な
い
壁
が
で
き
易
い
。
住

民
同
士
の
融
和
を
図
る
意
味
で

交
流
事
業
の
関
係
は
大
事
と
思

う
。
村
長
の
具
体
的
な
考
え
を

伺
い
た
い
。

村
長　

交
流
が
無
か
っ
た
ら
融

和
は
生
ま
れ
に
く
い
。
ど
ん
な

形
で
進
め
る
か
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
参
考
に
し

て
進
め
た
い
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
に
融
和
が
生
ま
れ
る
。
夏
祭

り
等
も
心
の
触
れ
合
い
か
ら
大

事
だ
。
行
政
と
し
て
も
協
力
を

惜
し
ま
な
い
。
一
人
で
は
で
き

な
い
、
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ

た
時
に
初
め
て
融
和
が
生
ま
れ
、

い
い
村
が
で
き
る
と
感
じ
て
い

る
。
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
協
力

を
願
い
た
い
。

質
問　

我
々
の
健
康
は
、
安
全

な
環
境
が
あ
る
か
ら
維
持
さ
れ

て
い
る
。
豊
か
な
自
然
は
地
球

環
境
の
財
産
で
あ
る
。
近
年
、

廃
棄
物
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

多
い
。
筑
北
村
に
お
い
て
も
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。
情
報
が

輻
輳
し
て
い
る
の
で
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

村
長　

産
廃
処
理
問
題
に
つ
い

て
は
各
地
域
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
本
城
地
区
に
お
い
て
も

産
廃
処
理
事
業
計
画
提
出
の
際

地
元
の
同
意
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
発
生
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
11
月
18
日
に
県
知
事
に
対

す
る
要
望
書
に
関
す
る
回
答
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後

県
は
対
策
委
員
の
皆
さ
ん
と
具

体
的
な
方
策
を
協
議
し
た
い
と

の
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
村
と

し
て
も
出
席
を
要
請
さ
れ
た
。

12
月
1
日
に
は
対
策
委
員
会
役

員
の
皆
さ
ん
と
役
場
の
担
当
者

と
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
問
題

点
の
協
議
を
進
め
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
今
後
は
住
民
の
皆
さ

ん
と
協
議
を
す
る
中
で
、
方
向

性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

中
信
地
区
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
ど
う

取
り
組
む
か
。

村
長　

県
の
検
討
委
員
会
で
廃

棄
物
の
現
状
を
把
握
し
、
処
理

施
設
立
地
の
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
八
木
地
区
が
候
補
に
あ

が
っ
た
が
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
住
民
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
い
を
行
う
。

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
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村
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

山
田
一
憲　

議
員

質
問　

お
互
い
縁
あ
っ
て
旧
3

村
が
一
緒
に
な
っ
た
。
歴
史
、

文
化
、
伝
統
の
違
い
も
あ
る
。

違
い
を
認
め
な
が
ら
も
、
一
体

感
の
醸
成
が
大
事
。
今
後
は
村

民
同
士
、
理
念
を
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
う
。
村
民
憲
章

の
制
定
を
早
目
に
行
う
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

村
長　

村
民
憲
章
に
つ
い
て
は

旧
本
城
村
の
み
が
平
成
9
年
に

制
定
し
て
い
る
。
合
併
協
議
会

に
お
い
て
も
、
村
歌
・
村
木
・

村
鳥
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
く
制

定
す
る
こ
と
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
理
念
を
共
有
す
る
手
立
て

と
し
て
有
効
と
考
え
る
。
制
定

の
方
法
は
広
く
意
見
を
頂
戴
し

て
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

村
づ
く
り
検
討
委
員
会
等
で
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

合
併
当
初
は
地
域
間
に

見
え
な
い
壁
が
で
き
易
い
。
住

村
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

山
崎
好
弘　

議
員

　

12
月
5
日
に
長
野
道
本
城
バ

ス
停
に
緊
急
車
両
の
進
入
路
が

設
置
さ
れ
た
。
豊
科
、
松
本
の

総
合
病
院
へ
の
搬
送
が
最
大
で

40
分
、
筑
北
村
本
庁
か
ら
約
15

分
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
救
命
活
動
の
迅
速
化
に
貢

献
出
来
る
と
確
信
し
て
い
る
。

実
現
に
向
け
て
ご
努
力
を
い
た

だ
い
た
村
長
、
関
係
各
位
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

質
問　

10
月
11
日
に
発
足
し
た

筑
北
村
は
人
口
6
千
人
余
り
で
、

合
併
し
て
も
村
の
ま
ま
と
い
う

全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
小
さ

な
自
治
体
で
あ
り
、
高
齢
化
率

は
31
％
と
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
遊
休
荒
廃
地
等
も
増
え
続

け
て
い
る
。
継
続
か
、
改
革
か

と
い
う
村
長
選
で
、
改
革
を
求

め
た
２
１
０
５
人
の
声
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う

な
村
を
つ
く
り
、
3
村
の
融
和

を
築
く
の
か
。

村
長　
「
筑
北
は
一
つ
」と
い
う
、

理
念
が
大
切
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
又
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
な
が
ら
村
民
が

主
体
と
な
っ
た
村
づ
く
り
を
、

私
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
行
動

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

筑
北
村
は
合
併
し
て
も

世
帯
数
が
約
2
千
、
人
口
は
6

千
人
ば
か
り
だ
。
国
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
大
増
税
時
代

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
行

政
コ
ス
ト
の
削
減
、
住
民
負
担
、

サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し
も
こ
れ

か
ら
逐
次
検
討
さ
れ
る
。
そ
の

中
で
筑
北
村
の
職
員
数
は
現
在

1
3
3
名
で
あ
り
、
嘱
託
、
臨

時
職
員
を
含
め
て
2
0
9
名
と

聞
い
て
い
る
。
当
村
の
適
正
人

員
へ
の
削
減
計
画
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
行
く
の
か
。

村
長　

筑
北
村
の
建
設
計
画
の

中
で
平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年

間
の
財
政
見
通
し
を
示
し
て
い

る
。
10
年
間
で
は
、
退
職
者
39

名
に
対
し
て
採
用
は
8
名
と
、

31
名
の
職
員
が
削
減
さ
れ
る
計

画
だ
。

質
問　

10
年
間
で
31
名
の
削
減

に
な
る
と
の
答
弁
だ
が
是
非
行

政
を
肥
大
化
す
る
こ
と
な
く
、

ス
リ
ム
な
行
政
組
織
を
計
画
的

に
進
め
て
行
く
こ
と
を
要
望
す

る
。

　

行
政
改
革
の
中
で
収
入
役
制

度
を
廃
止
し
、
助
役
又
は
総
務

課
長
、
企
画
財
政
課
長
を
兼
務

に
し
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
提

案
す
る
。
東
筑
摩
郡
の
麻
績
村
、

生
坂
村
や
、
人
口
1
万
5
千
人

の
波
田
町
、
山
形
村
、
朝
日
村

で
は
収
入
役
は
置
い
て
い
な
い
。

助
役
に
つ
い
て
も
庁
内
か
ら
の

登
用
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し

た
ら
ど
う
か
。

村
長　

新
し
く
生
ま
れ
た
筑
北

村
の
事
務
事
業
を
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
に
は
、
特
別
職
に
は
特

別
職
の
、
課
長
に
は
課
長
の
仕

事
が
事
務
規
則
に
定
め
ら
れ
て

い
る
と
お
り
、
助
役
・
収
入
役

も
相
談
相
手
と
い
う
形
で
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

も
う
し
ば
ら
く
検
討
し
て
み
た

い
。

質
問　

「
桃
李
言
わ
ざ
れ
ど
も

下
自
ら
蹊
を
成
す
」
の
通
り
村

の
長
で
あ
る
村
長
、
議
員
が
自

ら
姿
勢
を
正
し
奮
い
立
た
な
い

と
和
が
生
ま
れ
な
い
。
先
の
選

挙
結
果
は
拮
抗
し
た
。
一
概
に

現
状
踏
襲
対
改
革
路
線
と
は
言

え
な
い
が
、
こ
の
点
も
謙
虚
に

受
け
止
め
行
政
に
生
か
す
事
が

必
要
だ
。
こ
れ
が
村
民
の
共
感

を
得
る
と
思
う
が
。

村
長　

選
挙
は
選
挙
と
受
け
止

め
て
ほ
し
い
。
「
筑
北
は
一
つ
」

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

選
挙
の
結
果
は
念
頭
に

置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
謙

虚
な
反
省
と
な
る
。

村
長　

村
民
は
一
つ
と
い
う
事

を
言
い
た
い
。
村
の
た
め
に
な

る
も
の
は
総
合
計
画
等
に
基
づ

き
、
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
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平
成
十
八
年
度

米
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
の
農
業
者
・
農

業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
（
農
業
者
の
主
体

的
判
断
に
任
せ
た
生
産
調
整
）

に
向
け
、
平
成
十
六
年
度
よ
り

米
政
策
が
減
反
面
積
配
分
か
ら

米
を
作
付
す
る
面
積
配
分
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
政
策
は
適
地
適
作
へ
の

作
物
誘
導
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
平
成
十
六

〜
十
八
年
度
ま
で
を
基
本
と
し
、

三
年
間
で
作
付
面
積
の
少
な
い

市
町
村
は
十
九
年
度
以
降
、
配

分
面
積
の
低
下
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

筑
北
米
は
市
場
で
も
高
い
評

価
を
得
る
と
と
も
に
、
一
定
量

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
米
の
豊
作
に
よ
り
作
況
が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
区
分
出

荷
と
し
て
一
部
が
加
工
米
等
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
筑
北
の
地
域
で
は

米
以
外
の
作
物
が
不
適
作
で
す
。

ま
た
、
十
九
年
度
か
ら
は
農
業

補
助
金
も
担
い
手
農
家
等
に
限

ら
れ
て
き
ま
す
。
一
定
量
の
配

分
面
積
を
確
保
を
す
る
上
で
は
、

現
在
の
配
分
面
積
を
一
〇
〇
％

近
く
消
化
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
村
の
地
域
水
田
農
業

推
進
協
議
会
と
し
て
は
、
今
後

も
米
の
作
付
け
推
進
に
力
を
入

れ
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
様

に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

筑
北
村
農
業
委
員

担
当
地
区
に
つ
い
て

本
城
地
区 

大
沢
新
田
・
東
条　

丸
山
盛
一

委
員
・
内
山
信
義
委
員

乱
橋　

中
村 

弘
委
員

西
条　

王
鷲
計
委
員
・
山
越
健

治
委
員

坂
北
地
区

東
山
・
刈
谷
沢　

一
ノ
瀬
次
男

委
員

中
村　

瀧
澤　

委
員
・
岩
渕
け

さ
美
委
員

別
所
・
青
柳　

中
村
澄
康
委
員

竹
場
・
仁
熊　

柳
澤
良
徳
委
員

坂
井
地
区

上
安
坂　

若
林
芙
美
子
委
員
・

市
川
厚
夫
委
員

中
安
坂　

若
林
芙
美
子
委
員

下
安
坂　

市
川
厚
夫
委
員

下
永
井　

西
原
昭
史
委
員

上
永
井　

西
澤
榮
一
委
員

　

農
用
地
の
有
効
利
用
を
進
め

よ
う
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
、
管
理
す

る
人
を
捜
し
て
い
る
、
農
地
を

借
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
地
区

農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協
筑

北
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
用
地
の
貸
借
は
農
業
経
営

基
盤
強
化
法
の
利
用
権
設
定
に

よ
り
期
間
を
定
め
て
期
限
が
く

れ
ば
返
還
と
な
り
ま
す
。（
継
続

し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

農
業
委
員
研
修
会
開
催
さ
れ
る

環
境
保
全
型
農
業
に
つ
い
て

　

坂
井
ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー
で
は
、

有
機
質
完
全
熟
成
堆
肥
、
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
堆
肥

が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
、
春

を
前
に
田
ん
ぼ
、
畑
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
坂
井
ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー

運
営
組
合
６
７-

３
５
８
２ 

坂
井
ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー
で
は
、

常
に
熟
成
度
を
管
理
し
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

坂
井
い
ち
ご
体
験
農
園
運
営
組

合
い
ち
ご
園

　

坂
井
冠
着
荘
下
の
「
い
ち
ご

園
」
で
は
、
完
熟
い
ち
ご
が
た

く
さ
ん
出
来
て
い
ま
す
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
、
入
場
料
は
大

人
千
三
百
円
、
子
ど
も
千
百
円
、

四
歳
以
下
は
無
料
で
す
、
申
込

は
６
７-

３
８
０
５
組
合
ま
で
。

　

平
成
十
七
年
度
農
業
活
性
化

推
進
研
修
会
が
松
塩
筑
安
曇
農

業
委
員
会
協
議
会
の
主
催
で
二

月
二
十
一
日
火
曜
日
松
本
合
同

庁
舎
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

功
績
者
表
彰
で
は
、
地
域
農
業

振
興
功
績
者
で
筑
北
村
坂
井
「
味

の
さ
か
い
」
グ
ル
ー
プ
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
、
農
村
女
性
セ
ミ

ナ
ー
受
講
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

そ
ば
、
大
豆
の
加
工
品
ク
ッ
キ
ー
、

か
り
ん
と
う
の
開
発
、
味
噌
加

工
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
試
験
栽

培
を
行
い
「
ま
ん
だ
ら
の
庄 

さ
か
い
直
売
所
」
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

構
成
員
が
研
鑚
を
積
み
な
が

ら
村
の
農
業
発
展
に
寄
与
し
た

功
績
は
き
わ
め
て
大
き
く
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
委
員
永
年
勤
続
功
績
者

表
彰
で
は
、
旧
坂
井
村
農
業
委

員
会
長
萬
井
久
純
さ
ん
が
三
期

九
年
間
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
功
績
を
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
「
農
地
は

地
域
で
守
る
、
集
落
営
農
の
取

組
み
」
松
本
市
寿
小
赤
地
区
、

農
事
組
合
法
人
小
赤
営
農

　

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
水
田
転
作
の
全
面
請
負

を
行
う
機
械
利
用
組
合
が
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

耕
作
で
き
な
い
農
地
が
増
え
て

い
く
予
測
の
中
で
、
国
に
お
い

て
担
い
手
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
き
た
の

で
、
法
人
化
し
て
地
域
の
農
業

を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
井
地
区
便
り
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未
来
の
筑
北
農
業
の
た
め
に

地
域
農
業
の
担
い
手
を
育
て
よ
う

　

国
の
農
業
施
策
は
、
農
業
・
農
村

の
も
つ
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
を
図

り
な
が
ら
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
農

業
経
営
体
の
育
成
を
進
め
る
た
め
、

助
成
等
の
対
象
を
、
認
定
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
や
集
落
営
農
組
織
等
に

絞
り
込
む
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
か
ら
は
、
水
田
・
畑

作
経
営
に
対
す
る
助
成
金
も
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
個
々
の

作
物
を
栽
培
す
る
農
家
を
一
律
に
対

象
と
し
て
い
た
制
度
か
ら
、
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
経
営
全
体
の
安
定
を
目
的

と
し
た
助
成
金
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
小
規
模
農
家
は
、
集
落
営
農
組

織
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

国
の
助
成
金
を
受
け
る
た
め
だ
け

で
な
く
、
村
の
農
業
が
将
来
に
わ
た

り
安
定
的
に
継
続
で
き
る
よ
う
、
今

か
ら
集
落
の
農
業
を
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
場
で

も
、
県
や
国
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

皆
様
の
活
動
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
の
担
い
手
と
は
、
農
業

で
一
定
の
所
得
を
得
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
く
、
個
人
・

法
人
・
集
落
営
農
組
織
で
す
。

　

現
在
、
筑
北
村
の
農
業
は
、

農
家
の
高
齢
化
や
兼
業
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
農
産
物

の
販
売
価
格
は
低
迷
し
、
農
業

機
械
や
農
業
資
材
な
ど
の
経
費

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
荒
廃
地
や
作
物
を
作

付
け
て
い
な
い
農
地
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
農
業
に
対
す
る

意
欲
が
全
体
に
減
退
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

筑
北
村
に
と
っ
て
農
業
は
、

農
産
物
の
生
産
・
販
売
だ
け
で

な
く
、
村
の
伝
統
・
文
化
・
風

習
の
基
礎
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
は
農
村
の
も
つ
国

土
の
保
全
や
心
を
い
や
し
、
心

の
豊
か
さ
育
て
る
こ
と
な
ど
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
村
の
農
地
が
荒
れ
、
農
業

が
廃
れ
る
こ
と
は
、
村
の
大
き

な
財
産
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
集
落
の
皆
さ
ん

全
員
で
集
落
の
農
業
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
将
来
の
目
的
や
夢

を
共
有
し
な
が
ら
、
荒
廃
農
地

の
解
消
や
労
働
力
不
足
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筑
北
村
役
場
産
業
課
６
７-

２
０
０
２

担
当　

吉
池
・
山
越
・
佐
原
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平成17年度のびのびランドから

平
成
18
年
度
の
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

竹
馬
、
お
手
玉
、
自
転
車
乗
り
、

お
正
月
に
は
近
所
の
友
達
と
か

る
た
取
り
や
花
札
を
し
て
楽
し

ん
だ
り
、
お
祭
り
に
は
従
妹
達

が
来
る
の
を
待
っ
て
遊
ん
だ
こ

と
。
若
い
頃
は
地
区
の
婦
人
会

で
、
子
供
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら

田
沢
温
泉
に
峠
の
で
こ
ぼ
こ
道

を
十
キ
ロ
ば
か
り
歩
い
て
行
っ

て
、
１
泊
す
る
の
が
何
よ
り
も

楽
し
み
で
し
た
。

○
今
の
若
い
人
達
に
伝
え
た
り

残
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
？

●
自
然
豊
か
な
こ
の
故
郷
で
育
っ

た
こ
と
、
両
親
な
ど
の
周
り
の

人
達
に
支
え
て
も
ら
っ
て
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
こ
と
を
心
に
留
め

て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
ね
。
平
和
な
住
み
良

い
社
会
の
為
に
大
い
に
貢
献
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

◎
四
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
え

の
き
茸
の
栽
培
に
携
わ
れ
て
き

た
滝
沢
さ
ん
。
若
い
人
た
ち
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

日
々
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
呆

け
な
い
よ
う
に
と
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
ド
リ
ル
を
さ
れ
た
り
、

と
て
も
前
向
き
に
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。
白
髪
の
と
て
も
上
品

な
雰
囲
気
の
ま
ま
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
ず
に
お
元
気
で
！

健康カレンダー（ 4 ・５月）
５　　　月

乳児健康診査
（筑北母子センター）
午後１時から
幼児健康診査
（筑北母子センター）
午後１時から
すくすく２歳児健康相談
（筑北母子センター）
午前9時半～
あそびの教室
（麻績村保健センター）
午前9時半～11時半
筑北デイケア

各種検診

予防接種

ママさんらくらくクッキング
午前10時～

 25日
 17.05.08～17.07.06生
 17.11.08～18.01.06生
  23日
  15.02.27～15.04.22生
  16.09.28～16.11.22生
 12日
 16.02.8～16.04.11生
  
 18日 16日
  30日
   
 ５日 17日
 19日 31日
 肺ＣＴ検診 基本・胃・大腸検診
 4・5・6・7・14・20・21 16～19日（本城）
 24・25日 24～26・29日（坂井） 
  30・31日（坂北）
 ポリオ（集団接種） ポリオ（集団接種）
 三種混合（個別接種） 三種混合（個別接種）
 BCG（〃） BCG（〃）
 麻疹風疹混合ワクチン（〃） 麻疹風疹混合ワクチン（〃）
 19日（本城支所2階調理室） 24日（坂北福祉センター）

内　　　　容 ４　　　月

　

村
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
を
お
手
伝
い
す
る
た

め
に
、
お
母
さ
ん
が
、
元
気
で

生
き
生
き
と
子
育
て
を
楽
し
め

る
こ
と
を
願
っ
て
、
左
記
の
よ

う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ（
母
親
学
級
）

　

妊
娠
中
の
不
安
や
悩
み
を
解

消
し
、
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の

出
産
に
望
め
る
よ
う
に
、
年
２

回（
１
ク
ー
ル
３
回
）で
実
施
し

ま
す
。

家
庭
訪
問　

生
後
１
ヶ
月
以
内

の
お
子
さ
ん
の
ご
家
庭
、
里
帰

り
分
娩
等
や
そ
の
他
ご
希
望
の

あ
る
ご
家
庭
に
、
保
健
師
が
お

伺
い
し
て
、
身
体
計
測
、
育
児

相
談
等
行
い
ま
す
。

離
乳
食
教
室　

３
〜
４
ヶ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
の
親
を
対
象
に
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
離
乳
食
に
つ
い

て
、
始
め
方
か
ら
進
め
方
を 

２
ヶ

月
に
１
回
勉
強
し
ま
す
。

乳
幼
児
相
談　

日
頃
の
育
児
の

心
配
事
を
解
消
す
る
た
め
に
、

ま
た
お
母
さ
ん
同
士
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
月
１
回
行
い
ま

す
。

乳
幼
児
健
診　

４
ヶ
月
、
10
ヵ

月
、
１
歳
半
、
３
歳
に
麻
績
母

子
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

１
歳
児
、
２
歳
児
健
康
相
談

栄
養
と
育
児
相
談
、
心
理
相
談
、

歯
科
相
談
、
手
遊
び
等
を
行
い

ま
す
。

育
児
サ
ー
ク
ル
事
業　

（
本
城

は
の
び
の
び
ラ
ン
ド
、
坂
北
は

ひ
よ
こ
学
級
、
坂
井
は
あ
そ
び

の
広
場
）
概
ね
１
歳
〜
保
育
園

入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
を
対
象
に
、
子
育
て
講
演
や

歯
科
指
導
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
ベ

ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
、
親
子
体
操

等
楽
し
い
内
容
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
マ
マ
さ
ん
楽
々
ク
ッ

キ
ン
グ
で
、
手
軽
で
栄
養
が
あ
っ

て
、
子
供
さ
ん
も
喜
ぶ
お
料
理

を
皆
で
作
っ
て
楽
し
く
試
食
し

ま
す
。

＊
な
お
対
象
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
に
は
、
個
別
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽

に
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

＊
い
つ
で
も
、
お
気
軽
に
保
健

師
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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▲大勢の人に参加いただきました

〔
基
本
健
診
が
変
わ
り
ま
す
〕

〔
基
本
健
診
が
変
わ
り
ま
す
〕

　

今
国
で
は
、
医
療
費
と
介
護

保
険
費
用
が
急
増
し
て
い
る
た

め
、
介
護
保
険
法
と
老
人
保
健

法
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
や
介
護
保
険
費
が
少
し

で
も
抑
え
ら
れ
る
様
に
と
い
う

こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
が
い
つ

ま
で
も
、
で
き
る
だ
け
健
康
で

す
ご
せ
る
よ
う
に
予
防
す
る
こ

と
が
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
十
八
年
度
の

基
本
検
診
か
ら
、
六
十
五
歳
以

上
の
方
に
は
、
今
ま
で
の
健
診

に
加
え
て
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
と
い
う
質
問
紙
に
よ
る

検
査
項
目
等
が
加
え
て
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
そ
れ
が
行
わ
れ
る
の
に

あ
た
っ
て
検
診
料
金
の
自
己
負

担
金
の
見
直
し
も
必
要
と
な
り
、

左
記
の
料
金
と
な
る
予
定
で
す
。

　

な
お
実
施
予
定
日
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

膝
の
学
習
会
に
参
加
し
て

膝
の
学
習
会
に
参
加
し
て

　

１
月
27
日
か
ら
４
回
シ
リ
ー

ズ
で
「
膝
の
学
習
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
参
加
さ
れ

た
、
坂
井
熊
の
川
地
区
の
滝
沢

や
す
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

○
膝
の
学
習
会
に
参
加
し
て
み

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
？

●
十
年
程
前
か
ら
、
左
足
に
し

び
れ
と
膝
の
痛
み
が
あ
り
、
整

形
外
科
で
診
察
し
て
も
ら
っ
た

が
あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
、
ど

う
し
て
痛
い
の
か
わ
か
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
し
た
。

○
１
回
目
の
教
室
に
参
加
し
て

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
で
す

か
？

●
骨
は
回
復
で
き
な
い
が
、
筋

肉
を
丈
夫
に
す
る
こ
と
は
で
き

る
。
痛
み
が
あ
っ
た
ら
、
早
く

整
形
外
科
に
受
診
し
て
、
先
生

の
指
導
に
基
づ
い
て
運
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

○
２
回
目
に
参
加
し
て
の
感
想

●
膝
を
守
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

が
参
考
に
な
っ
て
、
そ
の
内
の

何
種
類
か
は
家
で
も
続
け
て
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

○
教
室
に
参
加
し
て
生
活
に
と

り
い
れ
て
い
る
事
は
あ
り
ま
す

か
？

●
ボ
ー
ル
を
内
も
も
に
挟
ん
で

内
側
に
押
す
体
操
と
太
も
も
の

前
を
伸
ば
す
体
操
。
背
筋
を
伸

ば
し
た
ま
ま
上
体
を
前
に
倒
す

筋
力
増
強
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

○
日
々
の
生
活
で
健
康
に
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

●
起
き
る
時
は
手
足
を
良
く
動

か
す
。
入
浴
し
た
時
に
深
呼
吸

を
十
回
位
す
る
。
出
て
か
ら
牛

乳
を
２
０
０
CC
位
飲
む
。
お
天

気
の
良
い
日
は
、
冬
の
間
は
（
農

作
業
が
始
ま
る
ま
で
）
三
十
分

ば
か
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
が

け
る
。
塩
分
は
控
え
め
に
、
水

分
を
取
る
こ
と
等
で
、
生
活
習

慣
病
が
進
ま
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

○
今
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

●
新
聞
を
読
ん
だ
り
日
記
を
書

い
た
り
（
日
記
は
か
れ
こ
れ
三

十
年
以
上
毎
日
つ
け
て
い
る
そ

う
で
す
）
冬
は
靴
下
や
帽
子
な

ど
を
編
ん
だ
り
、
春
に
な
っ
た

ら
自
家
用
野
菜
を
作
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
若
い
こ
ろ
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
は
？

●
子
供
の
頃
は
そ
り
を
し
た
り

竹
馬
、
お
手
玉
、
自
転
車
乗
り
、

お
正
月
に
は
近
所
の
友
達
と
か

る
た
取
り
や
花
札
を
し
て
楽
し

滝沢やす子さん

基本健診 5 0 0 円
  心電図検査 5 0 0 円
  眼底検査 2 0 0 円
肝炎検査 5 0 0 円
前立腺がん検診 5 0 0 円
レントゲン検査 3 0 0 円
肺がんCT検診 2 , 0 0 0 円
胃検診 1 , 0 0 0 円
大腸がん検診 5 0 0 円
乳がん検診 1 , 0 0 0 円
乳房マンモグラフィー検診 2 , 0 0 0 円
子宮がん検診 1 , 0 0 0 円

筑北村平成１８年度各種検診料金
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平成18年4月から介護保険制度が変わります平成18年4月から介護保険制度が変わります
　現在、要支援・要介護1の方のうち、心身の状態が変わらなくても、平成18年4月以
降の更新認定で、「要支援1」「要支援2」と認定される方が利用できるサービスは、予防
を重視した内容のものに変わります！

介護予防

現在の「要介護1」は「要介護1」と「要支援2」に分かれます

【現在】
要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

【平成18年4月から】
要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

従来の介護サービ
スが利用できます

サービスの内容が
変わります

心身の状態がこれまでと変わら
なくても、現在の「要支援」は「要
支援1」に、「要介護1」は「要支援2」
と「要介護1」に、認定が変わります。

非該当

介護予防サービス（介護保険の中のサービスです）
 歩行や家事など毎日の生活における活動をするための心と体の状態が、これ以上悪くなることを防ぎ、
今より良くすることを目的とするサービスです。
 例えば、通所介護（デイサービス）では、従来のサービスに加え、ご本人の同意のもと、歩行に必要な
筋力をつけたり転倒を予防するための「運動器の機能向上」や、栄養バランスのとれた食事をとるため
の「栄養改善」、しっかり噛んだり飲み込んだりするための「口腔機能の向上」など「予防」を重視し
たものを選んで受けることができます。訪問介護（ホームヘルプ）は、ホームヘルパーが今までと同じ
ようにご自宅に訪問しますが、従来とは内容が変わり、「自分ができることは自分で行う」ことが基本
になります。
介護予防サービスの流れ
　地域包括支援センターの保健師などが自宅を訪問して、ご本人の心理状況やお体の状況を調査します。
　調査結果をもとに、状態を良くすることを目指したケアプランが作成されます。
　ケアプランに基づいたサービスが利用できます。
　地域包括支援センターで効果を評価します。

○総合相談支援
高齢者の皆さんやその家族などから様々な相談を受け付けます。
○権利擁護
高齢者虐待への対応、悪質な訪問販売等による被害の防止、成年後見人制度の
活用などにより、高齢者のみなさんの権利を擁護します。
○介護予防ケアマネジメント
要介護認定において要支援1・2と判定された方（介護予防サービス対象者）
や介護が必要になるおそれのある方（介護予防事業対象者）の「ケアプラン」
の作成を行い、一定期間後に効果を評価します。
○包括的・継続的ケアマネジメント
介護に携わる方々（例えば、担当するケアマネジャーさん）への支援・助言や、
医療機関などとの調整を行います。

高齢者の皆さんが住み慣れた地
域で安心して生活できるように、
様々な支援を行う地域介護の中
核機関で、市町村に設置されます。

 保健師、社会福祉士、主任ケア
マネジャーなどの専門の職員が
配置され、皆さんを支援します。

具
体
的
な
業
務

「地域包括支援センター」
　　　が作られます

介護予防事業（地域支援事業）
介護予防事業（地域支援事業の一部）は、要支援・要介護状態になることを防ぐために、市町村が実施する事業です。
介護予防事業の流れ
　健診や保健師などの訪問等により対象者を把握します。
　市町村（地域包括支援センターに委託可）が介護予防事業の対象者を選定します。
　地域包括支援センターの保健師がご本人と相談しながらケアプランを作成します。
　ケアプランに基づいた介護予防事業の中のサービスが利用できます（例えば、閉じこもり予防教室へ参加する等）。
　地域包括支援センターで効果を評価します。

要介護１

要支援

要支援２

要支援１

要介護１

介護予防事業の中のサー
ビスを利用できます
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

給
付
等
の
対
象
と
な
る
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
障
害

を
も
つ
方
と
障
害
を
も
つ
児
童

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

◆
介
護
給
付

　

障
害
程
度
が
一
定
以
上
の
人

に
生
活
上
又
は
療
養
上
の
必
要

な
介
護
を
行
い
ま
す
。

 

療
養
介
護
・
居
宅
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）
・
重
度
訪
問
介
護
・

行
動
援
護
・
生
活
支
援
・
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
・
重
度
障
害
者
等

包
括
支
援
・
共
同
生
活
介
護
（
ケ

ア
ホ
ー
ム
）
・
施
設
入
所
支
援

◆
訓
練
等
給
付

　

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ

な
が
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

自
立
訓
練
・
就
労
移
行
支
援
・

就
労
継
続
支
援
・
共
同
生
活
援

助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

◆
自
立
支
援
医
療

　

障
害
の
種
類
や
年
齢
に
よ
り

決
め
ら
れ
て
い
た
医
療
費
の
し

く
み
が
一
本
化
さ
れ
、
『
自
立

支
援
医
療
費
』
と
な
り
、
ど
ん

な
障
害
の
人
も
医
療
費
の
1
割

を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
に
応
じ
て
上
限
が
決
め
ら
れ

て
い
て
、
負
担
が
重
く
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
の
軽
減

○
所
得
の
低
い
人
以
外
に
も
、

継
続
的
に
相
当
額
の
医
療
費
負

担
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
上

限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
18
歳
未
満
の
人
の
育
成
医
療

に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
支
払

い
が
急
に
多
く
な
ら
な
い
よ
う

経
過
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

◇
支
給
を
受
け
る
に
は
村
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。

◇
入
院
し
て
い
る
人
の
食
事
代

は
、
日
額
７
８
０
円
を
原
則
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
の
低
い
人
は
減

額
さ
れ
ま
す
。

◇
自
立
支
援
医
療
費
の
支
給
は
、

都
道
府
県
が
指
定
し
た
指
定
自

立
支
援
医
療
機
関
で
の
医
療
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
補
そ
う
具
費
の
支
給

　

補
そ
う
具
の
購
入
や
修
理
に

係
る
費
用
の
原
則
１
割
を
自
己

負
担
、
９
割
を
村
が
負
担
し
ま

す
。

◆
地
域
生
活
支
援
事
業

　

県
や
村
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
障

害
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
体

制
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
村

で
は
、
相
談
支
援
事
業
、
手
話

通
訳
派
遣
事
業
や
日
常
生
活
用

具
の
給
付
等
の
事
業
等
を
行
い

ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
と
き
に
か
か
る
費
用

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
み
ん
な
で

支
え
あ
う
た
め
、
原
則
１
割
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
上
限
が

決
め
ら
れ
て
い
て
、
負
担
が
重

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
残
り
の
９
割
は
国
、

県
、
村
が
負
担
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
の
軽
減

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己
負
担

は
、
1
か
月
に
い
く
ら
ま
で
と

所
得
に
よ
る
上
限
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
同
じ
世
帯
に
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
複
数
い

る
場
合
で
も
、
合
算
し
た
額
が

上
限
額
を
超
え
た
分
が
高
額
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
、
負
担
が
重
く
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
資
産
が
一
定
以
下
の
人
に
は
、

個
別
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
や
食
費
や
光
熱
水
費
な
ど

は
全
額
自
己
負
担
で
す
。
た
だ

し
、
施
設
入
所
者
で
所
得
の
低

い
人
は
、
申
請
に
よ
り
補
足
給

付
が
支
給
さ
れ
、
負
担
軽
減
さ

れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
６
６-

２
１
１
１

障
害
者
自
立
支
援
法
が

平
成
18
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

障害者自立支援法による、
総合的な自立支援システムの全体像は、
自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています

介護給付
●居宅介護（ホームヘルプ）
●重度訪問介護
●行動援護
●重度障害者等包括支援
●児童デイサービス
●短期入所（ショートステイ）
●療養介護
●生活介護
●施設入所支援
●共同生活介護

自立支援給付

障
害
者
・
児

地域生活支援事業

●相談支援
（関係機関との連絡調整、権利擁護）
●コミュニケーション支援
（手話通訳派遣等）
●日常生活用具の給付又は貸与
●移動支援

都道府県

●専門性の高い相談支援 ●広域的な対応が必要な事業 ●人材育成 等

●地域活動支援センター
（創作的活動、生産活動の機会提供、
　社会との交流促進等）
●福祉ホーム
●居住支援
●その他の日常生活又は社会生活支援

市町村

支援

訓練等給付
●自立訓練
●就労移行支援
●就労継続支援
●共同生活援助（グループホーム）

自立支援医療
●（旧）更生医療
●（旧）育成医療※
●（旧）精神通院公費※
※実施主体は都道府県等

補装具
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読
み
聞
か
せ
教
室
が
2
月
12

日
、
本
城
公
民
館
図
書
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
入
手
困

難
な
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

の
飛
び
出
す
仕
掛
け
絵
本
が
入

手
で
き
た
た
め
開
催
す
る
事
に

な
り
、
同
本
は
英
語
版
の
た
め

講
師
に
は
麻
績
村
の
清
水
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し
、

ペ
ー
ジ
ご
と
絵
本
の
具
体
的
な

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
に
英
語
で
一
人
芝
居
も
交

え
村
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
20
名

程
の
参
加
者
は
仕
掛
け
絵
本
の

迫
力
と
楽
し
い
芝
居
に
惹
き
つ

け
ら
れ
笑
い
と
歓
声
に
沸
い
た

教
室
で
し
た
。
読
み
聞
か
せ
終

了
後
は
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
が

絵
本
に
ち
な
ん
で
作
成
し
た
手

づ
く
り
す
ご
ろ
く
で
楽
し
み
ま

し
た
。

　

七
宝
焼
教
室
が
2
月
4
日
か

ら
全
3
回
、
本
城
公
民
館
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

を
待
ち
望
ん
で
い
た
小
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
参
加
者
13

名
が
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ

等
を
製
作
。
う
わ
ぐ
す
り
の
乗

せ
具
合
や
微
妙
な
温
度
差
で
二

度
と
同
じ
も
の
は
出
来
な
い
た

め
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
で
す
。

　

中
国
か
ら
お
嫁
に
来
た
矢
原

ス
エ
さ
ん
は
家
族
用
に
と
3
点

を
製
作
し
「
初
め
て
体
験
し
ま

し
た
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

炉
か
ら
取
り
出
す
ま
で
ど
ん
な

色
に
仕
上
が
る
か
ド
キ
ド
キ
で

し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
「
公
民
館
の
教

室
は
仲
間
づ
く
り
の
場
に
な
る

の
で
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

教
室
に
参
加
し
た
い
」
と
抱
負

も
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
教
室

読
み
聞
か
せ
教
室

七
宝
焼
教
室

　

二
月
二
十
五
日
、
坂
井
公
民

館
で
は
「
お
年
寄
り
と
子
ど
も

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
坂
井
小
学
校
児
童

十
二
名
と
祖
父
母
二
名
の
計
十

四
名
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
は

ぎ
の
会
」
に
協
力
し
て
頂
き
、

万
華
鏡
作
り
と
そ
ば
打
ち
を
行

い
ま
し
た
。
万
華
鏡
作
り
で
は
、

子
供
達
と
お
年
寄
り
の
方
々
で

協
力
し
合
い
、
楽
し
く
作
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
完
成
す
る
と

「
綺
麗
に
見
え
る
よ
」
と
嬉
し

そ
う
に
万
華
鏡
を
の
ぞ
い
て
い

ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
で
は
、
「
は

ぎ
の
会
」
の
方
々
に
指
導
し
て

頂
き
、
こ
ね
た
そ
ば
粉
を
の
す

所
か
ら
切
る
所
ま
で
児
童
の
皆

さ
ん
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
打
っ
た

そ
ば
は
、
太
さ
も
長
さ
も
様
々

で
し
た
が
と
て
も
美
味
し
く
で

き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
大
好

評
で
し
た
。

お
年
寄
り
と

子
ど
も
の
集
い

　

坂
北
青
少
年
育
成
連
絡
協
議

会
で
は
、
二
月
二
十
五
日
に
保

育
園
児
・
小
学
生
を
対
象
に
昔

な
が
ら
の
伝
統
行
事
「
ま
ゆ
玉
・

稲
花
作
り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

育
成
会
の
役
員
が
先
生
と
な

り
、
子
供
な
ら
で
は
の
豊
か
な

発
想
力
で
、
色
も
形
も
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ゆ
玉
や
野
菜
等
の
団
子

が
枝
を
賑
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

子
供
達
は
「
初
め
て
だ
っ
た
け

ど
、
色
々
な
物
が
出
来
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
シ
ニ
ア
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
指
導

の
下
、
平
面
キ
ュ
ー
ブ
の
作
り

方
や
遊
び
方
を
教
わ
り
、
真
剣

な
眼
差
し
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

楽
し
い
物
作
り
を
し
よ
う

楽
し
い
物
作
り
を
し
よ
う

　

三
月
一
日
、
坂
北
公
民
館
で

は
英
会
話
教
室
を
坂
北
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
英
会
話
教
室
は
三
月
二
十

九
日
迄
の
毎
週
水
曜
日
の
夜
に

全
五
回
行
わ
れ
、
講
師
に
は
聖

南
中
学
校
で
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指

導
助
手
）
と
し
て
勤
務
さ
れ
て

い
る
ザ
ッ
カ
リ
ー
・
サ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ム（
愛
称
ザ
ッ
ク
）先
生

を
お
迎
え
し
て
、
日
常
会
話
や

海
外
旅
行
な
ど
の
際
に
役
立
つ

英
会
話
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

初
回
と
な
る
今
回
は
あ
い
さ

つ
な
ど
初
歩
的
な
会
話
の
仕
方

を
ザ
ッ
ク
先
生
や
参
加
者
同
士

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
こ
の

教
室
が
終
わ
る
頃
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
英
会
話

が
上
達
し
て
い
る
か
非
常
に
楽

し
み
で
す
。

坂北公民館
　　英会話教室
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ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

筑北村中央公民館
坂井公民館

坂北公民館

本城公民館

筑北村公民館MAP

千曲市

冠着駅

戸倉・上山田

麻績ＩＣ

長野自動車道

国道403号

坂北駅坂北駅

西条駅

安曇野市

筑北村役場
本城総合支所

筑北村役場
坂北総合支所

筑北村役場
坂井総合支所

筑北村
中央公民館
　67-1161
坂井公民館
　67-2064

筑北村
坂北公民館
　66-3657

筑北村
本城公民館
　66-1021

　

晴
天
に
な
っ
た
１
月
29
日
本

城
総
合
支
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
旧
本
城

村
で
県
民
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
た
縁
で
、
当
時
出
演
し
て
く

だ
さ
っ
た
松
本
交
響
楽
団
の
皆

さ
ん
を
お
招
き
し
始
ま
っ
た
も

の
で
す
。
初
め
の
頃
は
親
子
が

ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
と
い
う
内
容

で
し
た
が
、
今
で
は
会
場
内
が

ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
金
管
バ
ン
ド
の
演

奏
、
中
学
生
吹
奏
楽
部
員
と
指

導
の
先
生
も
応
援
に
参
加
し
て

の
演
奏
な
ど
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
「
花
」

演
奏
で
は
、
思
わ
ず
口
ず
さ
む

姿
も
あ
り
、
和
や
か
な
時
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
、
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
と
称
し
て
小
中
学
校
の
音

楽
顧
問
の
先
生
方
の
ピ
ア
ノ
演

奏
が
あ
り
、
色
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
も
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
松
本
交
響
楽
団
の
皆
さ
ん

の
登
場
で
す
。
今
年
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
生
誕
２
５
０
年
の
節
目
な

の
で
、
と
い
う
選
曲
の
説
明
で

始
ま
り
、
日
本
語
の
歌
詞
が
付

け
ら
れ
歌
謡
曲
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
、
ホ
ル
ス
ト
の
惑
星
か

ら
木
星
な
ど
の
披
露
の
後
、
楽

団
の
伴
奏
で
「
冬
景
色
」
「
県

歌
・
信
濃
の
国
」
を
会
場
全
員

で
歌
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
用

意
出
来
な
か
っ
た
お
詫
び
の
あ

い
さ
つ
な
ど
、
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
松
本
交
響
楽
団
の
皆
さ
ん

方
に
も
し
っ
か
り
と
根
付
い
て

い
る
様
子
で
し
た
。
あ
る
団
員

さ
ん
の
内
緒
の
話
で
す
。
「
こ

こ
の
お
昼
が
楽
し
み
な
ん
で
す
。
」

　

平
成
18
年
度
は
筑
北
地
域
全

体
が
参
加
出
来
る
内
容
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

　

前
回
お
配
り
し
た
第
１
号
の

中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　

１
ペ
ー
ジ
分
担
表

　

正
…
教
育
長 

宮
下
房
夫

　

誤
…
委 

員 

宮
下
房
夫

筑
北
村
公
民
館
報

　

１
ペ
ー
ジ

　

正
…
筑
北
村
中
央
公
民
館
長

　

誤
…
筑
北
村
公
民
館
長

お
詫
び
と
訂
正
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歳
時
記
っ
て
何
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
も
と
も
と
は
俳
句
の
季
題

を
説
明
し
た
本
の
こ
と
で
す
が
、

今
は
季
節
の
行
事
や
風
習
な
ど

を
説
明
す
る
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
本
は
子
ど
も
に

わ
か
り
や
す
く
一
年
の
風
習
な

ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

思
わ
ず
、
へ
ぇ
〜
と
納
得
で
す
。

◇
早
起
き
脳
が
子
ど
も
を
伸
ば

す
　
　
　
　

子
ど
も
の
早
起
き
を

　
　
　
　
　
　

す
す
め
る
会
著

　

こ
の
本
に
つ
い
て
は
特
に
説

明
し
ま
せ
ん
。
タ
イ
ト
ル
そ
の

も
の
を
な
ぜ
な
の
か
を
説
明
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
寝
る
子
は
育
つ
」

と
言
い
ま
す
が
、
育
つ
と
は
「
良

く
育
つ
」
と
い
う
こ
と
で
、
よ

ふ
か
し
は
肥
満
の
原
因
に
も
な

り
や
す
い
そ
う
で
す
。

　

大
人
の
眠
り
と
乳
幼
児
期
の

子
ど
も
の
眠
り
は
違
う
そ
う
で

す
。

◇
問
題
な
日
本
語

◇
続
弾
問
題
な
日
本
語

　
　
　
　
　
　
　

北
原
保
雄
著

　

ど
こ
が
お
か
し
い
？
何
が
お

か
し
い
？
と
副
題
が
あ
り
ま
す

が
こ
の
著
者
は
明
鏡
国
語
辞
典

の
執
筆
者
で
す
。
国
語
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
今
巷
で

氾
濫
し
て
い
る
変
な
日
本
語
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
な
ぜ
変
な

の
か
、
ど
う
し
て
変
な
の
か
を

解
説
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
で
「
千
円
か
ら
お
預
か

り
し
ま
す
」
と
聞
き
ま
す
が
、

変
で
す
よ
ね
。

筑
北
村

図
書
館
便
り

こ
ん
に
ち
わ
！

筑
北
村
図
書
館
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
は
あ
る
も

の
の
、
日
差
し
は
日
に
日
に
暖

か
さ
を
増
し
、
日
も
だ
ん
だ
ん

と
長
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春

の
足
音
も
、
南
の
方
か
ら
も
う

す
ぐ
聞
か
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
今
の
季
節
、
暖
か
い

日
差
し
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
背
負

い
、
お
日
さ
ま
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
な
が
ら
読
書
を
し
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

村
内
の
文
化
施
設
と
し
て
、

更
に
よ
り
よ
い
図
書
館
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
一
度

も
図
書
館
を

訪
れ
た
こ
と

の
な
い
方
是

非
お
気
軽
に

お
出
か
け
下

さ
い
。

3月
　

も
う
す
ぐ
春
休
み
で
す
ね
。

「
も
り
の
子
お
話
の
会
」
で
は
、

3
月
29
日（
水
）に『
春
休
み
ス

ペ
シ
ャ
ル
』
と
題
し
て
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
老
人
室
）
に
て
お
話

の
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
他
、
み

ん
な
で
お
や
つ
作
り
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
を
誘
っ

て
、
是
非
お
出
掛
け
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

おしらせ
「
も
り
の
子
お
話
の
会
」

春
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
・
3
月
29
日（
水
）

午
後
1
時
30
分

場
所
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
室

　

筑
北
村
図
書
館
で
は
、
四
月

よ
り
個
人
カ
ー
ド
に
て
本
の
貸

出
し
を
行
い
ま
す
。
新
シ
ス
テ

ム
導
入
に
伴
い
、
利
用
者
の
登

録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
三
月

十
五
日
（
水
）
よ
り
登
録
者
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
全
員
の

方
の
登
録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

記
入
し
て
頂
く
用
紙
は
図
書
館

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
図
書
館
職
員
ま
で
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

　

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に

伴
い
四
月
十
三
日
（
木
）
よ
り

蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す
。
今
現

在
、
利
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の

本
は
、
四
月
十
二
日
（
水
）
ま

で
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
蔵
書
点
検
及
び
新
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
貸
出
し
準
備
と
し

ま
し
て
、
四
月
十
三
日
（
木
）

か
ら
十
九
日
（
水
）
ま
で
の
七

日
間
は
休
館
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
告
白　

☆
ス
ッ
キ
リ　

☆
翼

の
折
れ
た
天
使
た
ち　

☆
き
い

ろ
い
ゾ
ウ　

☆
男
た
ち
の
大
和

☆
容
疑
者
Ｘ
の
献
身　

☆
県
庁

の
星　

☆
震
度
０　

他

三
月
の
新
刊

「
本
の
返
却
の
お
願
い
」

「
休
館
の
お
知
ら
せ
」 

☆
図
書
館
よ
り
☆
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坂
井
公
民
館
図
書

  
　

〜
新
刊
本
紹
介
〜

本
城
公
民
館
図
書

  

　

〜
新
刊
本
紹
介
〜

◇
翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち　

空

◇
翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち　

海

　
　
　
　
　
　

著
者　

Y
osh
i

　

告
白
か
ら
生
ま
れ
た　

生
き

る
た
め
の
聖
書　

―

　

天
使
と
し
て
生
ま
れ
た
少
女

た
ち
が
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ

翼
を
失
い
、
飛
べ
な
く
な
り
、

そ
ん
な
傷
つ
い
た
彼
女
た
ち
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
出
来
事

を
通
じ
て
自
分
を
取
り
戻
し
、

再
び
大
空
へ
と
羽
ば
た
い
て
い

き
ま
す
。

　

著
者
の
元
に
送
ら
れ
て
き
た

告
白
を
ベ
ー
ス
に
物
語
化
さ
れ
、

誰
も
が
通
る
悩
み
や
苦
し
み
を

描
い
た
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
オ
ム
ニ
バ
ス
短
編
集
で
す
。

◇
信
州
の
民
話
伝
説
集
成

　
　
　
　
　
　
　

〈
全
四
巻
〉

○
中
信
編

　
　
　
　

編
著　

は
ま
み
つ
を

坂
北
の
「
狐
の
嫁
入
り
」

本
城
の
「
関
昌
寺
の
石
地
蔵
」

坂
井
の
「
修
那
羅
石
像
郡
」

な
ど
筑
北
村
の
民
話
十
二
編
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
北
信
編

　
　
　
　
　

編
著　

高
橋
忠
治

 

○
東
信
編

　
　
　
　
　

編
著　

和
田　

登

○
南
信
編

　
　
　
　
　

編
著　

宮
下
和
夫

 
◇
ア
シ
ュ
リ
ー

　

〜A
ll A
bout A

shley

〜

　

著
者　

ア
シ
ュ
リ
ー
・
ヘ
ギ

　

世
界
で
わ
ず
か
約
三
十
〜
四

十
人
の
早
期
老
化
症
（
プ
ロ
ジ
ェ

リ
ア
）
の
子
ど
も
。
人
の
十
倍

も
の
速
さ
で
年
を
と
る
彼
ら
の

平
均
寿
命
は
、
十
三
歳
で
す
。

限
ら
れ
た
み
じ
か
い
命
を
精
一

杯
生
き
て
い
る
ア
シ
ュ
リ
ー
。

十
四
歳
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
リ

ア
患
者
の
平
均
寿
命
を
超
え
た

い
ま
、
自
分
の
こ
と
、
病
気
の

こ
と
、
命
の
こ
と
、
家
族
、
そ

し
て
最
愛
の
親
友
の
こ
と
を
自

分
の
言
葉
で
懸
命
に
語
っ
て
い

ま
す
。

　

ア
シ
ュ
リ
ー
は
今
、
親
友
ジ
ョ

ン
と
の
別
れ
を
乗
り
越
え
懸
命

に
生
き
、
そ
し
て
世
界
中
の
プ

ロ
ジ
ェ
リ
ア
の
子
ど
も
と
家
族

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
勇
気

を
与
え
て
い
ま
す
。

“

”

◇H
A
PPY
 N
E
W
S

　

新
聞
の
コ
ラ
ム
で
思
わ
ず
微

笑
ん
だ
り
、
声
を
出
し
て
笑
っ

た
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
「
ほ
っ
と
す
る
」
よ
う
な

新
聞
記
事
を
集
め
た
も
の
で
す
。

　

少
し
紹
介
し
ま
す
。

　

一
昨
年
の
夏
福
井
県
は
豪
雨

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
災
害
復
興
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
、
匿
名
で
二
億
円
の
宝

く
じ
を
寄
付
し
た
人
が
い
ま
し

た
。

　

本
に
も
な
っ
た
話
で
す
が
、

旧
山
古
志
村
が
被
災
し
て
取
り

残
さ
れ
た
マ
リ
と
い
う
犬
が
無

事
３
匹
の
子
犬
を
産
ん
で
育
て

て
い
た
話
、
そ
の
第
一
報
も
新

聞
報
道
で
し
た
。

そ
ん
な
記
事
が
満
載
で
す
。

◇
お
母
さ
ん
は
し
つ
け
を
し
な

い
で

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
博
一
著

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

非
行
少
年
達
の
心
理
分
析
な
ど

現
場
の
経
験
豊
富
な
著
者
が
、

悩
む
お
母
さ
ん
達
は
「
し
つ
け
」

と
思
い
込
ん
で
実
は
「
支
配
」

し
よ
う
と
し
て
い
る
事
へ
実
例

を
列
挙
し
な
が
ら
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
救
急
箱
か
ら
一
言
、

「
勉
強
」
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
。

と
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
本
書

を
読
ん
で
下
さ
い
。

◇
子
ど
も
歳
時
記
十
二
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
裕
之
著



消防団では活動服を導入しました！！消防団では活動服を導入しました！！

32

消火器の使い方を覚えましょう。

※筑北村消防団発足後の出動件数（平成１８年３月２日現在）

　消防団では、合併を機に「動きやすさ」「安全性」を考慮し、今までの法被

に変わる活動服を全団員に配備しました。装備品については、アポロキャップ・

難燃性活動服上下・ベルト・

階級章・所属章になります。

　今後、火災・水防・災害・

警戒・訓練の際に使用して

いきます。

　掲載の写真は、消防団坂

井本部の夜間月例訓練の様

子です。消防団では村を災

害から守るため、昼夜関係

なく活動しています。今後

ともよろしくお願いします。

火災発生時はあわてず、ゆっくり119番をしましょう！

５回

火災出動 ３回
行方不明者捜索 １回
河川流出油除去 １回


